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例 言

1,本書は、東北大学構内において、東北大学埋蔵文化財調査研究センターが2001年度に行った遺跡調査、な

らびに研究成果をまとめた調査年報19の 、第 3分冊である。

2.報告書の紙幅の関係から、年報19は 5分冊に分けて刊行する。本書は、その第 3分冊である。本書には、仙

台城跡二の九北方武家屋敷地区第 7地点 (BK7)の出土遺物のうち、木簡と墨書のある木製品を掲載した。

3.本書で報告する仙台城跡二の丸北方武家屋敷地区第 7地点出土の木簡については、下記のように、その概要

の報告などを行っている。本書は、これらの概要報告などに優先するものである。

・「宮城・仙台城跡 (二の九北方武家屋敷地区)」 F木簡研究』第25号、121～ 125頁、木簡学会、2003年 11月 刊

・第25回木簡学会研究集会「仙台城跡二の丸北方武家屋敷地区出土の木簡」 (発表者 :藤沢教)

2003年 12月 7日 、終 i奈良文化財研究所平城宮跡資料館講堂

・平成16年度宮城県考古学会研究発表会「木簡から見た仙台城と仙台藩領」 (発表者 :柴田恵子)

2004年 5月 18日 、終 :東北学院大学

4.整理作業および本書の編集は、阿子島香の指導のもとに、藤沢敦・柴田恵子・高木暢亮が担当した。

5。 本文は、柴田恵子が執筆した。英文要旨については、柴田恵子が作成し、阿子島香が校訂した。

6.木簡と墨書ある木製品の釈文は、東北大学大学院文学研究科日本史研究室の大藤修氏の監修のもと、同研究

室大学院生 (当 時)の佐竹輝明氏と兼平賢治氏に担当していただいた。

7.木簡と墨書ある木製品の樹種同定は、東北大学植物園の鈴木三男氏にご協力いただいた。樹種同定について

の詳細は、別に第 5分冊において掲載する。

8.本書の掲載した木簡の釈文や樹種同定、それらを踏まえた検討については、次に示す (財)斎藤報恩会の研

究助成による成果を含んでいる。

・平成14年度 (財)斎藤報恩会研究助成「仙台城下武家屋敷跡出土の近世木簡の総合的研究J

研究代表者 :藤沢敦、研究分担者 :京野恵子・高木暢亮、助成金額 :500,000円

9.整理・報告書作成にあたっては、以下の方々や関係機関から御指導 。御協力を賜った。

記して感謝申し上げる (敬称略)。

仙台市博物館、仙台市教育委員会、伊奈良祐 (醤油PR協会)。

東北大学植物園、東北大学大学院文学研究科日本史枡究室、同考古学研究室。

10,出土遺物・調査記録は、東北大学埋蔵文化財調査室で保管・管理している。

凡 例

1.遺物の実測図および写真の縮尺は、一部の大型のものを 3分の 1で掲載した以外は、 2分の 1に統一した。

縮尺は、それぞれに示している。

2.木簡と墨書ある木製品では、輪郭の実測図に、赤外線写真を組み込む形で示した。保存状態が良くなく、全

体の特徴が判明しないものなどは、赤外線写真だけを示している。

3.木簡や墨書ある木製品の釈文については、木簡学会刊行の『木簡研究』における記載方法に準 じた。

4.引用 。参考文献は、巻末にまとめた。また本文中で、『東北大学埋蔵文化財調査年報』を引用する場合は、

年報 1と いう形で略記した。
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第Ⅲ章 仙台城二の丸北方武家屋敷地区第 7地点 (BK 7)の調査

6.出土遺物2(木簡・墨書ある木製品〉

(1)整理作業と資料化の方法

木簡・墨書ある木製品としたものは、出土した木製品の中で、何 らかの墨書が確認されたものを、対象として

いる。墨書ある木製品としたものは、木製品の種類としては、例えば桶や箱状製品などとして分頚 されるものも

含んでいる。しかし、文字資料を一括 して通覧できるよう、本分冊にまとめることとした。

木簡と墨書ある木製品を分頚した基準は、桶や曲物など、何らかの木製品に文字があるものを、墨書ある木製

品とし、それ以外の本L状のものを木簡としている。そのため、木簡として分類したものの中には、荷オしだけでな

く、その他の本し状のものも含まれている。なお、木簡の中で、箱状製品の一部を加工し、荷札として使用したも

のがあるが、記載内容から木簡として使用されていると判断したためである。さらに、図63-286に あるような、

非常に薄い板材に文字を記載したものについては、品物名などが記載されていることから荷札の一種と考え、木

簡に分頚している。

また、整理作業が進むにつれて、形状は木簡であるが、すでに文字が消えてしまっている資料も含まれている

ことが判明した。後にも述べるように、それらは埋没過程で、すでに文字が消えているものと考えられる。その

ため、文字があるものに加えて、文字がなくても、その形状から明らかに木簡と考えられるものについては、木

簡として分類することとした。

出土した木簡は、水洗洗浄の後、 1点ごとに整理番号を付け、密閉容器に水漬けの状態にして、資料化の作業

が終わるまで保管した。

水洗洗浄の後、赤外線写真を撮影するにあたって、木材に浸み込んだ鉄分を取り除き、より墨書を読みやすく

するために、脱鉄処理を行った。脱鉄処理の方法は、1%の EDTA水溶液を浸漬させた後、脱EDTA処理として、

流水でEDTA水溶液を十分流すという方法で行った。脱鉄処理の後は、再度、水漬け状態で保管した。

木簡、あるいは墨書ある木製品は、全点について、赤外線写真の撮影を行っている。撮影は、仙台市博物館の

機材を借用して行った。その際、ビデオキャプチャーを用いて画像をデジタルデータとして保存し、後の整理作

業での効率化を図った。

記載内容の釈文は、東北大学大学院文学研究科日本史研究室の大藤修氏の監修のもと、同研究室大学院生 (当

時)の佐竹輝昭氏、兼平賢治氏に依頼した。

図化については、出土点数が642点 と多かったため、すべてを実測して資料化することが難しいことから、比

較的残存状態のよいものや、形態に特徴のあるもの、文字が明確に判読できるものなどを中心に実測している。

文字部分は赤外線写真を組み込んで提示した。実測図を示したものについては、写真図版も併せて提示している。

実測図を示さなかった資料についても、すべてについて、赤外線写真を提示している。また、この年報は、左開

きの体裁をとっているため、他の遺物は左側を表側として図が展開するように提示していた。しかし、木簡につ

いては、提示する文字資料が縦書きということもあり、木簡学会が刊行している『木簡研究』にならい、左開き

の書籍のまま、図や写真に関してのみ右側を表側として図が展開するように配置することとした。

資料は、記載されている品物や、形態などの特徴ごとにまとめて掲載している。後にも述べるように、2号遺

構については、埋土と記載年号との関連を明確に把握できなかったことから、埋土の順よりも記載内容や形態の

類似を優先して提示している。木簡の表側と裏狽1については、本来、表裏を意識して作ったものではないためか、

形態や記載内容から決めることは難しいものが多かった。そのため、便宜上、品物名が記載されている面を表側

として提示している。しかし、墨書が欠けていて記載内容が明確でないものなどについては、何かしらの文字が



ある側を表側とするなど、適宜、表裏を決めている。

出土した木簡、墨書ある木製品のすべてについて、出土場所、型式、法量、記載事項などの特徴をまとめ、観

察表として提示した (表 11～ 23)。 法量については、欠損があるものは、残存する値を (  )を付けて提示し、

完形のものについては、そのまま提示 している。記載事項については、観察表の都合上、本来縦書きであるもの

を横書きにして示 している。記載事項に用いた符号などは、F木簡研究』にならって表記している。木簡の樹種

同定については、東北大学植物園鈴木三男氏に依頼した。樹種同定の結果については、年報19第 5分冊に掲載す

る。

赤外線写真の撮影、実測図の作成、遺物写真の撮影などの作業が終了後、すべての木簡について、糖アルコー

ル法によって、保存処理を行っている。

(2)木簡および墨書ある木製品の出土傾向 (図 1、 表 1・ 2)

木簡、および墨書ある木製品の遺構別の出土点数を表 1に まとめている。木簡は全体で594点、墨書ある木製

品は48点 出土した。木簡、および墨書ある木製品は、いずれも2号遺構からの出土が圧倒的に多 く、木簡では 9

割が、墨書ある木製品では 8割が、 2号遺構からの出上である。中でも、埋± 2層、埋±2b層 は、陶磁器や木製

品などの他の遺物においても出土量が多い層である。次いで、 2号遺構の西側に接する24号土坑で、多 くの木簡

が出上している。 2号遺構と24号土坑は、ほぼ同時にごみ穴として利用されていたと考えられる。

2号遺構では各埋土から木簡が出土しているが、木簡の年号は、埋土の下層で古 くなるという状況はみられな

かった (表 2)。 より下層から新 しい年号の木簡が出土したり、比較的古い年号と新 しい年号の木簡が同じ埋土

から出土したりと、 2号遺構に関しては、埋土と記載年号との関連を把握することはできなかった。後述のよう

に、概ね1719年 から1733年 のものと考えられる。

他では、 1号遺構、 2号土坑、18号土坑、28号土坑、29号土坑、27号溝、撹乱からも出土しているが、いずれ

も少数である。これらの中で、 1号遺構、28号土坑、29号土坑、27号溝は、 2号遺構と24号土坑の周辺に存在す

る遺構である (図 1)。 いずれの遺構 も、出土した陶磁器は、 2号遺構と類似しており、近接 した時期のものと

考えられる。29号土坑では、享保年間と考えられる年号が記された木簡が出土しており、この点からも2号遺構

などと、ほぼ同時期と考えられる。18号土坑は、やや離れた場所に位置しており、18世紀代と考えられるⅡ期に

属する。

また、 2号土坑は、 2号遺構や24号土坑などと離れた場所に位置しており、19世紀代のⅢ期に属している。

(3)木簡および墨書ある木製品の型式について (図 2'3)

出土した木簡、墨書ある木製品の型式は、表H～ 23の観察表に記載している。型式は、基本的に『木簡研究』

で提示されている型式を基にしている。ただし、今回出土した木簡は、近世のものであるため、F木簡研究』の

型式の範疇に納まらないものもあった。そのため、一部、新しく追加した型式もある。追加 した型式も含めて、

図 2、 3に代表的なものを示し、以下に各型式の特徴をまとめる。

011型式 ・……………・短冊型のもの。

011-b型式 ・…………・基本は短冊型だか、一部に加工があるもの。

011-c型 式 ・―………・長方形でも、下端がやや細 くなるもの。051型式には入れがたいもの。

011-d型式 ・…………・長方形で、厚手のもの。長さ10cm程度から、縦長で大型の場合もみられる。

019型式 。……………。一端が方頭で他端は折損・腐食で原形が失われたもの。

019-b型式 ・…………。一端が方頭で、他端は尖るか細 くなると思われるが、折損・腐食で判然としないもの。

021型式 。……………・小型矩形のもの。



表1 武家屋敷地区第 7地点出土木簡・墨書ある木製品集計表
Tab.l  Distribution of Wooden tablets and various、 vooden implements

written by black ink from BK7

出土 坊 所 木    衝 基 言 あ る木 製 品

遺  構 層  位 点  数 小  計 点  数 小  計

2号遺構

里土 2

545 40

里± 1層 l

埋± 2層 253

里± 2b層 8

里± 2 3層 1

埋± 3層 5

1号遺構 里± 3層 8 8 l 1

B4号土抗

里± 1・ 2層 5

埋 ± 2層 2

埋± 3層 1

2号土坑
埋 土 5

l■_± 1層 3 3

18号土坑 埋± 2層 l l

28号土坑 埋± 1層 l l

〕9号土坑 埋 ± 1層 l l

み7号溝 埋± 2層 1 l

覧乱 2

俺計

18号土坑
27号溝

29号土坑

24号土坑

号土坑
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022型式 。……………・小型矩形の材の一端を圭頭にしたもの。

022-b型式 ・…………・小型矩形で、両端を圭頭にしたもの。

032型式 ・……………。長方形の材の一端の左右に切 り込みを入れたもの。

032-b型式 ・…………・長方形の材の片側だけに切 り込みを入れたもの。

033型式 ・……………・長方形の材の一端の左右に切 り込みをいれ、他端を尖らせたもの。

051型式 ・……………・長方形の材の一端を尖らせたもの。

051-b型式 ・…………・長方形の材の一端を尖らせるときに、片側だけ削って尖らせたもの。

059型 式 ・……………・長方形の材の一端を尖らせているが、他端は折損したもの。

061型式 ・……………・用途の明瞭な木製品に墨書があるもの。

065型式 ・……………・用途未詳の木製品に墨書のあるもの

081型式 ・中…………●折損、腐食その他によって原形の判明しないもの。

999型式 ・……………。両端が尖るもの。

000型式 。……………。木羽のような非常に薄い材に墨書があるもの。薄いため、折損しているものも多い。

下線を付けたものは、追加 した型式である。F木簡研究』の015型式、031型式、039型式、041型式、042型式、

049型式、091型式にあたる木簡はみられなかったため省略した。

011型式は、基本となる短冊型の他に、011型式を基に細分 した、011-b、 011-c、 011-dの 3型式を追加 した。

011-c型式は、011型式と051型式との中間的な形状のものが多 くみられたため、新たな型式として設けることと

した。011-d型式は、011型式に含まれるものであるが、厚手で、大型の形状は、011型式に多い木簡の特徴とは

異なることから、独立した型式として示すこととした。

022-b型式、032-b型式、999型式については、該当する型式がなかったことから追加している。

051-b型式は、大きくは051型式に含まれるものであるが、特徴的な形状であることから、別型式として示して

いる。

000型式は、今回の資料に比較的多 くみられるものであり、記載内容も類似した傾向があることから、一つの

型式として示している。非常に薄く、木目に沿って折損しやすいことから、全体の形状がわからないものも多い。

そのため、完形・折損に関わらず、非常に薄い材のものはこの型式に含めている。

(4)木簡

①木簡の記載内容

出土した木簡に記載されている文字は、おおよそ、次のような内容にまとめることができる。

品物 …………………「御年貢米」「竹ノ子」「塩」「荷物」など

数量 …………………「四半五升入」「武拾本入」など

地名 …………………「名取下余田村」「玉造郡」など

名前 …………………「但木土佐」「清右衛門」など

年号 。日付 …………「享保五年十一月十五日」「子ノ十一月」「六月十五日」など

これらの内容は、すべてが必ず記載されるという決まりはないようである。品物が何であるかがわかる程度の

内容が記載されているといった状況であった。

文字が読解できたものをみると、品物名とその数量、差出人の地名と名前については、大体のもので記載され

ているようである。特に、品物名と数量は、ほぼ一緒に記載されている。差出人の地名や名前については、地名

が省略され、名前だけの場合もみられた。年号や日付については、記載されていないものも多 くみられた。記載

されている場合でも、年号と日付の、両方が記載されている場合もあるが、年号のみのもの、日付のみのもの、
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「月」までで「日」はないものなど、その記載内容は多様である。

記載内容については、記載されている品物によって、大まかな傾向はあるものの、画一的な書式のようなもの

はみられなかった。

②木簡に記載されている年号

表 2は、記載されている年号の点数を、遺構別に示したものである。年号が記載されている木簡は、 2号遺構、

24号土坑、29号土坑から、合計66点 が出土している。表現のしかたはいくつかあるが、いずれの遺構でも、明確

な年号は、すべて「享保」であり、他の年号は確認されなかった。享保二年 (1717年 )か ら享保十八年 (1733年 )

までの記載のものが出土しており、中でも、享保四年 (1719年)から享保七年 (122年)の ものが多くなっている。

しかし、一部には、「保六年」 (図 16-37)、 「保十二年」(図29-104)と いう記載の木簡がみられた。これらは、

木簡の形状から考えて、「享」の文字が欠損したのではなく、このように記載された木簡と考えられる。この年

号が享保であるのか、他の可能性があるのかについて検討していく。江戸時代で、「録」が付 く年号は、享保以

外に、正保 (1644～ 1647年 )、 寛保 (1741～ 1743年 )、 天保 (1830～1843年 )がある。出土した陶磁器の年代と比

定すると、正保や天録は年代的に大きく異なるため、当てはまらないものと考えられる。寛保は、享保からわず

かに新 しい年号であるが、寛保三年までであるため、「保六年」、「保十二年」はあり得ないことになる。そのた

め、記載されている年号から考えて、これらの木簡についても、享保年間のものであるとみて差し支えないと考

えられる。

以上のように、年号が記載されている木簡は、いずれも享保年間のものと推測されることから、これらの木簡

は、比較的限られた時期に廃棄された資料であると考えられる。

次に、年号の表現の仕方についてみていく。年号の表現では、「享保五年十一月廿五日」 (図 9-3)の ように、

年号が明確に書かれているものの他に、「子ノ七月」 (図10-7)の ように干支で示しているものもある。また、

「丑ノ十八年」 (図49-229)、 「享保五 子ノ四月」 (図48-218)の ように、千支と年号の両方で年を表現 してい

るものもある。年号で記載されているものが34点 と最も多いが、干支で表現したものも26点 あり、千支と年号の

両方が記載されているものは 6点が確認された。前述のように、比較的限られた時期に廃棄された資料であると

考えられることから、千支の木簡も、同じく享録年間のものであろうと推測される。

千支で表現されている年号については、辰・巳・午・未は、享保年間には一度ずつしかないことから、「未」

の記載については、享保十二年に特定することができる。戊・亥 。子・丑・寅・卯については、例えば「戊」は

享保三年と享保十五年の 2回存在し、特定ができないものである。しかし、享録四年から享保七年の木筒が出土

の中心であることを考えると、これらの千支についても、享保十五年から二十年ではなく、享保三年から八年の

ものではないかと推測される。

年号や干支が記載された木簡が、木簡全体のどの程度を占めるのかは、破損したものや墨書の消失しているも

のもあることから、把握することは難しい。しかし、木簡の全体量から考えると、決して多い方ではないと考え

られる。このことから、木簡に記載される年の表現方法には、明確な決まりがあったわけではなく、記載された

ものもあれば、記載しなかったものも許されるといった程度のものであったと推測される。また、年号と千支も

決まった表現方法はなく、おおよそ同じような意味合いで使われていたものと考えられる。

③品物別の特徴

出土した木簡では、記載されている品物などの記述ごとに、型式や記載内容などに傾向がみられた。以下に、

品物別にその特徴を述べていく。

【米 I(図 9～ 33、 図版 1～ 17)



年 号 西  暦 記載内容
2号遺構 24号土 坑 29号土 抗

合 計
坦± 1層 坦± 2層 埋±2b層 埋± 3層 里■ 1・ 2層 埋± 3層 埋± 1層

享保 2年 享保二年 1 l

享保 4年 享保四年 2

享保 4年推定 四年、享保四年 ? 1 2 l

享保 5年
1720

享保五年・子 2 4

享保 5年推定 享保五年 ? l ユ

要保 6年 172ユ 享保六、辛と、丑 ユ 3 7

享保 7年 1722 享保七年、寅ノ七年 l

享保12年
1727

保十二年 l l

享保12年推定 十二年、未 ? l

享保18年 1733 丑・十八年 ユ 1

享保 3年・享保15年 1718・  1730 い ぬ l 1

享保 4年・享保16年 1719' 173ユ l 1

享保 5年 享 保 17年 1720・  1732 子 4 7 1 1

事保 6年 享保18年 1721 ・ 1733 丑 4 ] 1 l 7

享保 7年・享保19年 1722・  1734 貢 2

享保 8年・享 保 20年 1723・ 1735 1 1

享保年間 1716-1735 享保 1 4 5

合 計 2 5 2 l

表 2 武家屋敷地区第 7地点出土木簡記載年号
Tab.2 List of year written on wooden tablets from BK7

表 3 武家屋敷地区第 7地点出土木簡の型式別集計表
Tab.3 Notes on each type of wooden tablets from BK7

型 式

合
計
点
数

記載品物別点数

米

モ モ

チ

竹
　
ノ
　
子

漬 塩

御

獲

早

籠

荷

物

大
所

。
勝
手

そ

の

他

0 1 l 1 4 1 雉 1 梨 1・ 菱 喰 1

0 1 1

0 1

0 1‐c 44 1 1 鮭 ?1'大豆 1・ 茶 ?l
0 2 2 味噌ユ

0 9 1 1 茸 1

019‐ b 4 1

2 l

022 1

022‐ b 1 2 r/1HH曽 1・ せ雪ヤ由ユ

032 2 蜆 1

032b 2 1

2 l

1 1 1 5 酒 Pl
051? l l

051‐ b l

059 8 l

0

065 2

08] 塩引 1

l ]

ユ 粕魚 1・ 卵 ?1

合 計 1 6 5 3 3



米の記載が確認できる木簡は、162点 出土している。さまざまな品物の中で、米の点数が最も多い。

木簡の形状は、長方形のものと、下端が尖るもの、下端が細 くなるものがほとんどを占めている。長方形のも

のよりは、下端が尖るものと下端が細 くなるものの方が、割合が多いようである。

型式では、短冊型の011型式と、一端を尖らせた051型式が多 く、次いで一端がやや細 くなる011-c型 式が多 くな

る (表 3)。 また、一端の片側だけを削って尖らせた051‐b型式や、小型の021型式なども数は少ないが存在する。

中でも、一端が尖る、もしくは一端が細 くなるものについては、細部の形状の違いによって、011_c型式、051

型式、051-b型式の 3つ の分類が存在する。個々の木簡を観察していくと、これら3つ は意図的に区別されたわ

けではないという印象を受ける。一端を細 くしようとした結果、尖ったものがあったり、細 くなる程度であった

り、片側だけ削って尖ったように作ったりと、細部に違いができたのではないかと考えられる。

このことを考慮すると、米の木簡は、大別して、長方形のもの (011型式、032-b型式)と 、一端が尖るもし

くは細 くなるもの (011-c型式、051型式、051‐ b型式)の 2つ の形態に集約されるものと考えられる。元々、長方

形の形状か、一端が細 くなる (尖 る)形状かのどちらかを意図して木簡を成形したが、細部の違いを調整するよ

うなことはなかったため、一端が細 くなるものと尖るものの違いができたのではないかと推測される。

米記載の木簡は、木材や、表面の加工方法からも、細部を調整せず、大まかな成形の仕方であったことが見て

取ることができる。使われている木材は、木目の粗いものが多 く、木の節が戎っているものなどもみられる。木

材の割り方も粗雑なものが多 く、木の節に沿って斜めに割れたものなどもみられた。上下左右の端は、元々、そ

の状態であったのか、後に折損したものかが判断できないものもみられた。大多数のものは、木材を割ったまま

や、粗 く削った状態で、表面を平らに仕上げたものや面取 りしたものなどはほとんど見られなかった。また、穿

孔のあるものでも、穿孔の仕方は雑なものが多 く、木簡の中央にある場合と中央からずれている場合とがみられ

る。穿孔の割合はそれほど多 くはなく、その都度、適宜、子とを開けたという状態がうかがえる。木簡の加工の状

態からは、木簡用に特別な木材を用いたのではなく、日常的に使っていた木材を、簡単に加工して木簡にしてい

たのではないかと推測される。
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図 4 武家屋敷地区第 7地点出土「米」記載木簡の法量分布
Fig。4  Distribution map of ttrooden tablet sizes、 vritten about rise from BI(7



表 4 武家屋敷地区第 7地点出土木簡記載地名
Tab.4 List of place name written on wOoden tablets from BK7

郡名 名
1米 J 「米」以外の品物

点数 記 載 内 容 品 名 点数 記載内容
lB沢 郡 ごく,W本寸 ガ〔,Hホ寸1

江刺郡

郡名のみ 江刺 1

増沢村 増沢村 l

人盲 村 江刺人首村 1

栗原郡 一 週 手毛山奇ホ寸 モ ミ l ―迫長崎村]

牡鹿郡

沢田村 塩 1 沢田村 1

陸方 流 留 村 塩 2 流留村 1、 わたのは '流留村1

恨岸村 渡 波 町 塩 ,こイ廃 l

挑生郡

上下堤村 下明 深谷上下堤土

深 谷 前谷地村 ※記載ないが形態が「竹の子」記載木衛に類υ 貯の子 ? 桃生郡深谷前谷地村 1

村名不明 ltの子 深谷 1

玉造郡
郡名のみ 貯の子 玉造郡2

村名不明 ナ シ l 玉造郡松尾l

零川 郡 下 草 村 l 黒川下草村 1

宮城郡

荒井村 1 あらいかすユ

岩切村 1 者切 本寸1

岡田村 2 宮□岡田村 1、 □城岡田村 1

加瀬村 1 宮城郡加瀬村 ユ

実沢村 l 国分 実 沢 村 1

菅谷村 l 盲合 不丁 1

田子村 宮城郡田子村1、 宮城田子村1、 みやき田子村l

鶴ケ谷村 鶴ヶ谷 1

隔室村 富城福室村 1

森郷ホ↓ 宮城森郷村 1

六丁目村 国分 郡 六 丁 目村 1

部名 の み 言城郡 ユ

宮城郡小計

名取郡

Jヒ方

飯田村 ユ 飯 田村 ユ モチ ? 1 名取飯田村ユ

今泉 村 4 名取今泉村3、 名取今泉1

大野田村 1 名取大□□村土

封ヒロ本寸 1 名取 引ヒロ本す1

郡 山村 名取郡山村1、 郡山村l

四郎丸村 1 名取北方四郎丸村l

高柳村 3 名取北万高4J「 1、 名取高柳村1、 名取高柳 l

種次村 2 名取郡種次村1、 名取種次村1

富沢村 3 富沢村2、 富沢l

富田村 4 名取北方富田村1、 名取郡富田村1、 名取富田村 1、 富田1

日辺本寸 2 名取日辺村 1、 日□村l

平岡村 l 名取平岡村1

袋原本寸 2 名取北方袋原l、 名取袋原村ユ

藤ウ夏本寸 3 名取郡藤塚村1、 名取藤塚村ユ、名取藤塚土
二木村 モ チ 1 名取北方二木村1

前田村 1 名取前田]

卵生村 5 名取北方柳生村1、 名取柳生村 1、 柳生村2、 柳□村1

南方

岩沼郷 2 岩沼村2

lEL松 村 4 名取郡植松村1、 名取植松村2、 名取上憐付1

笠島村 1 笠島村 1 モ チ 1 笠島村 ユ

上余田村 3 名取上余田村2、 上余田村l 大 豆 1 名取上余田村1

川上村 3 名取川上村2、 川上村ユ

下 余 田村 6 名取下余田村5、 下余田村 1 モ チ 1 名取 下 余 田村 1

増田村 5 名取増田村4、 名取増田1

吉田村 l 名取 吉 田オ寸1

郎名 の み 7 名取7

卜す名不明 3 名取富1、 名取三本院1〔二木村三本塚力 ?J、 名取口沢村l

名取郡小計

柴田郡 小成田村 キ ジ l 小成 田村 ユ

伊具郡 東根
伊手村 ユ 伊手村ユ

筆甫村 ユ 筆ヨg本す1

不明

不 明 3 □川村 1、 □田村1、 □富村 1

不明 ] 熊谷村1

不 明 ユ 熊野 1

宮城郡吉田浜あるし

は亘理郡吉田か ?

早籠 吉浜2

韓 ? ] 吉浜1

米合 Hl その 他 合 計



木簡の大きさについては、図4に法量分布図を示している。米の記載が確認できる完形の木簡について、長さ

と幅の関係を示している。おおよそ、長さ10～ 18cm前後、幅1.5～ 4cm前後である。厚さは0.4～ 0 9cm前後であ

った。しかし、特に大きさが集中するような傾向はなく、また、長さと幅の相関もあまりないものとみられる。

記載されている文字でも、文字の大きさや配置が雑なものが多い。文字自体も粗雑であるようにみえる。図

22-69の ように、文字が重複したままの木簡もみられた。また、墨痕の残存も悪く、赤外線を用いても墨痕が確

認できないものも多かった。これは、米の木簡では、乾燥させた木材ではなく、生木のままの状態で製作された

ため、墨が浸み込んでいないからではないかと推測される。

以上のように、木簡の形態、成形や調整方法、大きさなどから考えると、米記載の木簡については、統一され

た規格のようなものは決まっていなかったものと考えられる。だいたい必要なことを記載できる程度の大きさに、

その都度、周辺にある木材を簡単に割って製作していたのではないだろうかと推測される。

次に記載内容についてであるが、主に、品物名、数量、地名、名前、年号や日付などの内容が記載されている。

「御年貢米」、「御米」、「御蔵入」などの表現から、年貢米に添付した木簡であることが考えられる。記載内容を

観察していくと、木簡のどの面にどういった内容を記載するという規則性は、特になかったものと思われる。お

およその基本形は、「御米四斗五升入」、「名取上松村半兵衛」 (図 18-47)の ように、一面に品物と数量、もう一

面に差出人の地名と名前を記載するという組み合わせが多い。しかし、品物、数量、地名、人名が同じ面に記載

され、もう一面には日付のみが記載されているもの (図 12-19)、 品物、数量、年号が一面に記載され、もう一

面には地名、人名と日付が記載されているもの (図26-90)な ど、様々な場合がみられる。

また、品物が米であることを示す表現方法にも、いくつかの種類がみられた。最も多い表現は、「米」で、「米

四半五升入」のように表現されている。品物が米であると判断した木簡のおよそ半数が、このような表現である。

次いで、「御年貢米」の表現が多く、全体の3割程度を占めている。これら2つの表現が多いものの、他にも「御

米」 (図 10-7)、 「年貢米」 (図20-59)、 「御用米」 (図 10-9、 93-555)、 「御蔵入」 (図 93-554)、 「米一俵」

(図23-75)な どの表現が確認された。米の数量については、「四斗五升」のみであり、他の数量はみられなかっ

た。仙台藩では、一俵は四斗五升であり、その単位で、年貢として藩に提出していたことが推測される。その例

として、「米一□ (俵 力)四斗五升入」 (図23-75)と記載された木簡も確認される。

記載されている日付では、一月を除いて、六月から二月までが確認される。中でも、人月から十一月の日付が

比較的多いようである。旧暦の人月は、現在の九月ごろの時期にあたるため、米の収穫後の時期であろうと考え

られる。年貢の納入については、日照り。水害・不作などによって年貢の減額願いが提出されるのが通例だった

ようであり (仙台市史通史編 3近世 1)、 その上で、交渉を経て、年貢の減免分である「引き方」が決定され、

実際の年貢の納入が行われた。仙台市史には、十月十一日に、遠田郡深沼村の知行地から減額願いが出された事

例が紹介されている。この事例をふまえると、木簡にみられる日付についても、おおよそ、収獲後に減免などの

交渉が行われ、その上で納入されたと考えられるのではないだろうか。

地名については、大方のもので記載されている。しかし、同じ地名であっても、例えば、「名取郡種次村」(図

12-16)、 「名取種次村」 (図 99-584)、 「名取北方種次」 (図79-415)な ど、表現方法に違いが見られる場合も存

在した。また、「鶴ヶ谷村□□□ (六兵衛力)」 (図 9-1)、 「岩切村文四郎」 (図20-61)の ように、郡名がなく、

村名と名前だけの場合もある。その他では、「名取下余田村 米主長左」 (図17-46)の ような例や、図10-9の

「渡邊二郎右衛門」のように、村名もなく、差出人の名前のみの例もみられる。

このように、何をどこに記載するかについては、比較的緩い規則はあるものの、確定的ではなかったものと考

えられる。ほぼ必ず記載されているものは、「米四半五升入」などの品物とその数量、「名取郡種次村孫兵衛」な

どの差出人の地名と名前である。年号や日付がある場合もあるが、全体からすると害J合 はあまり多くはない。

「米」の表現や差出人の地名については、品物が何か、差出人が誰かがわかる程度の記載方法で、その都度書い



ているため、全体として統一性はみられないのではないかと考えられる。

次に、記載されている地名との関係をみていく。表 4は、記載されていた地名を品物別にまとめたものである。

米の木簡に関してみると、宮城郡、名取郡北方、名取郡南方の地名が非常に多いことが特徴である。図 5-1は、

米の木簡にみられた村名について、仙台藩領内の地図に、米の木簡にみられた村名の位置を示したものである。

宮城郡、名取郡は、仙台城下 (仙台輪中)に 隣接 した郡である。名取郡は、さらに北方と南方に区分されていた。

図 5-2は、木簡に記載されていた宮城郡、名取郡北方、名取郡南方の村を示したものである。木簡に記載され

ていた村名は、仙台輪中のごく近郊の村々であることがわかる。宮城郡、名取郡以外ではあるが、比較的近隣の

黒川郡下草村の村名のある木簡も確認された。宮城郡、名取郡などの仙台城近郊の村は、藩に年貢を納める蔵入

地の占める割合が多 く (齋藤鋭雄2001)、 黒川郡下草村の一部も蔵入地であった (角 川日本地名大辞典編纂委員

会1985)。 二の丸内で消費するための米については、宮城郡、名取郡などの仙台城周辺のごく近い蔵入地から集

められていたのではないかと推察される。

一方、米の木簡の中には、胆沢郡衣川村、江刺郡人首村、江刺郡増沢村、伊具郡伊手村、伊具郡筆甫村など、

近郊以外の村名も確認された。いずれの村も、村の一部は仙台藩の蔵入地であったようである。また、これらの

村のある郡は、仙台藩領内でも遠方にあり、他藩との境界にあたる。特に、筆甫村は、藩境の地であったため、

相馬藩との境界争いもしばしば起こった地域であった。また、江刺郡人首村には、盛岡藩との領境を接する要地

であったことから御境目御番所が設けられており、盛岡藩との境界争いも起っている (角川日本地名大辞典編冥

委員会1985)。 このように木簡からは、要所である村々から集められた年貢米が、二の九に直接持ち込まれてい

ることが推測される。

【籾 】 (図 33、 図版17)

籾の記載がある木簡は 1点のみの出土である (図33-133)。 この籾は、玄米に籾殻が付いた状態のことを示す

と思われるが、記載内容が「御□籾」と解読できない部分があるため、具体的にどのようなものであったかは下

明である。「御米」や「御年貢米」の記載と同様に、米を示す記載の一種 という可能性 もあるが、その数量が

「五斗入」であることから、米とは区別していたものと考えられる。

型式は、米記載の木簡と同様に、短冊型の011型式であった。木簡の製作の仕方も、米記載の木簡と非常によ

く似ており、面取 りや表面を平らに仕上げたりはせず、割った後、粗 く削ったような状態である。木簡の大きさ

も、米の木簡と同程度である。

記載内容をみると、「享朱四年御□籾五斗入」「一迫長崎村又四郎」と、年号、品物名、数量が一面にあり、他

面には差出人の村名と名前が記載されている。日付は記載されていない。年号は「享録四年」と、米記載の木簡

と同様に、享保年間である。差出人の村名は、「一迫長崎村」であり、これは栗原郡の長崎村を示している (図

5-1)。 長崎村は、村のほとんどが蔵入地であった。栗駒山を源流とする一迫川が肥沃な土地を形成し、上質な

米を産するとして、近隣の 6村 とともに、御膳米として上納されていた (角川日本地名大辞典編纂委員会 1978)。

米は、籾が付いた状態であると、長期に保存しても風味が損なわれないことから、他の年貢米と異なって、意

図的に籾付きで運び込まれた可能性が考えられる。数量は「五斗入」であり、仙台藩の 1俵 =四半五升より、若

干量が多 くなっている。玄米にしたときには籾殻分の量が減ることから、割 り増しした量で納めることになって

いたものと考えられる。

これらのことから、籾の木簡は、意識的に他の年貢米とは区別されていたことを示すものではないかと推察さ

れる。

【もち 】(図33、 34、 図版17、 18)

「餅」あるいは「もち」の記載があるものは、 6点出土している (図33-134～ 136、 図34-137～ 139)。 図33-

134で は、上端の両側面に切り込みを入れた加工がされている。図34-1391よ、側面には木釘が残存し、他の部品
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と組み合わせるためのほぞ状の形態がみられることから、箱状製品の一部を加工し、木簡に再利用したものであ

ると考えられる。また、図33-136は やや小型の札状をしており、他の木簡とは形状が異なっている。他と比ベ

て丁寧な作りの木簡で、比較的細かな木目の木材を用いて、面取りなどの加工がなされている。このように、木

簡の形状は、細部の違いにより複数の型式がみられた。しかし、大別すると、短冊型 (図34-138、 139)と 、一

端が尖る、もしくは細くなるもの (図33-134、 135、 図34-137)の 2つ に分類することができる。これらは、

形態、寸法、木簡の加工の仕方などで、米記載の木簡と類似している点が多い。

記載内容では、一面に品物名と数量、他面に差出人の地名と名前が記載されており、米の木簡の典型的な内容

と類似する。地名のあるものについては、いずれも名取郡の村名である。品物名は、「もち米」、「□ (並力)餅」、

「もち粉」、「引わり付餅」、「□□ (も ち力)」 、「御刺付もち」など、多様である。「もち粉」の記載がみられるこ

とから、もちについては、年貢として収める場合に、もち米だけでなく、もち粉の場合もあったことが推測され

る。数量は、いずれの木簡も、米と同様に「四半五升」である。

また、米の木簡として分類したものの中で、「御刺付御せん襦米」 (図 18-52)と いう記載のものがある。「嬬

米」で「もち米」を表わすことから、品物はもち米であった可能性が考えられる。寛政十年に、里見藤右衛門が

仙台藩領内の産物を紹介した『封内土産考』(安 田健1998)の 中に、「杭稲襦米 (ウ ルシネモチ)」 についての記

述がみられる。それによると、「杭稲濡米」は、粘り気があり、味もよい米であったように理解される。上述の

一迫真坂長崎村、島体村、古くは宮城郡利府森郷村から、御膳米として献上されていた。「御せん精米」も、同

様のものであった可能性が考えられる。「御刺付」については、米俵の中に、籾殻や砂などを詰め、その周りに

米を入れ、米の量を偽装するような場合があり、その防止のために、木や竹などを刺して中身を取り出し、中心

まで米であることを検査した「刺し米」というものがあった。「御刺付」については、そのことを示しているの

ではないかと考えられる。図34-139に も「御刺付もち」の記載があり、表現の上でも類似する部分がみられる。

また、類似した記載に、「御せん□ (登 力)米」の木簡 (図27-98)も あるが、確定できなかった文字もある

ことから詳細は不明である。

【塩 】 (図 34～ 37、 図版18～20)

塩と記載されている木簡は、16点確認されている。型式は、短冊型のもの (図36-148～ 150、 図37-152)と 、

やや細 くなるもの (図37-151)、 下端が尖るもの (図34-140、 図35-141～ 145、 図36-147)が多い。成形の仕

方も、面取 りや表面を滑らかに仕上げるなどの加工はされておらず、簡単に割って形を整えた程度である。木街

の形態的な特徴は、米の木簡と非常に類似しているものが多い。異なるものとしては、図37-155、 156の ように、

非常に薄手の木材を用いた木簡である。特に156は、上下端が尖るように加工されている。この木材は、後に述

べる「漬け」に多用されているものである。

記載内容では、「御台所塩」、あるいは「御大所塩」の表現が多いが、「御清所塩」、「御膳御塩」、「薄□ (塩力)」

などの表現もみられる。いずれも、二の九の大所に宛てたものと考えられる。数量は、「三半」が多いが、「三斗

六升」や、「弐半三升」、「三升」、「四□ (斗 力)」 などもあり、まちまちである。この点においては、米が「四斗

五升」と決まっていたこととは異なっている。

地名、人名、日付などの記載方法も多様である。品物が記載されている面に、年号や日付を一緒に記載する場

合 (図36-150、 図37-152)も あれば、年号と日付を差出人の村名、人名と記載している場合 (図36-149)も

みられ、特に決まりはなかったものとみられる。

地名は、「流留」、「渡波」、「わたのは」、「沢田」などの村名がみられる。図 6に示すように、これらはいずれも

牲鹿郡の万石浦の西側にある村である。流留の塩田については、寛永年間に、ここの住人である菊地与惣右衛門が、

江戸湾行徳 (千葉県市川市)か ら技術者を連れて帰 り、藩の許可を得て、入浜式の製塩技術による塩田を開始し

たといわれている (仙台市史通史編 3近世 1)。 万石浦周辺は、江戸時代において、製塩の盛んな地であった。
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年号は、「享保五年」が 1点のほか、「子」が6点、「丑」が 1点、「寅」が 1点みられる。最も多い「子」は

「享保五年」にあたるため、「丑」「寅」についてもおそらく享保六年、七年に相当するのではないだろうかと推

測される。日付は、正月、□ (弐 力)月 、五月、六月、人月、九月などがみられる。いずれも旧暦表現であるた

め、新暦では約 lヶ 月ほど後にあたるものと推測される。また、日付については、「子ノ人月迄」のように、「迄」

という表現のあるものもみられる (図35-143、 144、 図36-150、 図37-151)。 他の品物では、「迄」の表現はみ

られないことから、塩に特徴的な表現である。

また、「御膳御塩」 (図37-155)や 「薄□ (塩力)」 (図37-156)は、数量も「三升」や「四□ (斗 力)」 であ

り、記載されている内容も他とはやや異なっている。これらは、前述の薄手の木材を用いた木簡に記載されてお

り、他の木簡とは形態的にも異なっている。塩でも用途や品質によって違う種類があった可能性も推測される。

【重臣からの品 】 (図 38、 図版20)

仙台藩の重臣の名前が記載されている木簡は、2点確認されている。いずれも短冊型の木簡である。図38-157

は左右からの切 り込みがある木簡である。これらは、米の木簡などと比較しても、木目が細かく材質のよい木材

が用いられており、四隅が面取 りされているなど、成形や加工が非常に丁寧である。また、文字についても、墨

の残 りが鮮明で、達筆な文字が記載されているという特徴がある。墨の浸み込み方から、米の木簡とは異なり、

乾燥した木材を加工して作ったのではないかと考えられる。

図38-1571よ、「伊達安房」が「但木土佐」に「蜆」を送ったという内容の木簡である。仙台藩における家臣の

家格については、上から一門 。一家 。準一家 。一族・宿老 。着座・太刀上 。召出 。平士・組士・卒の順に分けら

れていた (年報19第 1分冊表 7)。 伊達安房は、家格は最上位の一門で、亘理郡内を主な知行地とする亘理伊達

氏である。知行高は二万三千石を超え (本田勇2003)、 仙台藩で最も禄高の高い重臣である。贈 り主となる伊達

安房の知行地 (図 7)の うち、亘理郡鳥の海周辺の荒浜地区は、現在でも貝類が取れることで知られている。但

木土佐は宿老であり、こちらも上級の家臣である。知行地は、磐井郡大原であったが、享保7年以降は黒川郡今

村吉岡に移転 している (本田勇2003)。 但木土佐の知行地は、いずれも内陸部である。そのため、伊達安房から

は、贈 り物として知行地の特産物である蜆が贈られたのではないかと連想される。この木簡からは、家臣同士に

おいて、知行地の特産物を贈容するといったやりとりがあったことが推測される。

図38-1581ま、「茂庭筑後」が「菱喰」を一羽送ったという内容の木簡である。菱喰とは雁の一種である。送っ

た先の詳細は不明である。茂庭筑後は、家格が一族の上級家臣であり、志田郡松山を知行地としている。現在は

大崎市鹿島台となってお り、そこを流れる鳴瀬川には白鳥などが飛来することが知られている。157の木簡と同

様に、知行地の特産物を贈答とした可能性が考えられる。

図 7に は、元禄四・五年に作られた「仙台城下五置卦絵図」に、調査地点を推定した図を示している。各家臣

の仙台屋敷の位置をみると、どの家臣の屋敷地も今回の調査地点には隣接していないことがわかる。最も近いと

思われる但木主馬 (土佐)の屋敷地でも、道路と数件の屋敷を挟んでいる。このため、品物のやりとりが各屋敷

地で行われ、その木簡が、各屋敷から今回の調査地点に捨てられたとは考え難い。その点を考慮すると、これら

の木簡は、二の九内で品物のやりとりがあり、二の九のごみと一緒に、今回の調査地点に捨てられたものである

可能性が考えられる。

【その他の食品 】 (図 38、 39、 図版20)

その他の食品について、1点ずつの出土であるが、その特徴を述べていく。品物は、「梨子」、「雉子」、「茶 (力 )」、

「大豆」、「たまこ」、「酒 (力 )」 などが確認できる。

梨子 (図38-159)、 雉子 (図38-160)とよ、比較的丁寧な作 りの木簡が使われている。「茶」、「大豆」、「酒」、

(図38-161、 162、 図39-164)は、米と似た特徴の木簡である。また、「たまこ」 (図38-163)1ま、薄手の木材

に文字が記載されている。地名では、梨子の「玉造郡」、雉子の「小成田村」などがみられる。小成田村は柴田
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郡の村の一つである。いずれも内陸の山間部に位置し、山の産物が送られた地としては妥当であると考えられる。

F封内生産考』(安 田健1998)に は、「梨子」の項目がみられる。それによると、地誌『奥羽観蹟聞老志』を引

用して、「梨子には多くの品種があり、松尾、醍醐、初雪は良品である」というような内容の記載がみられる。

ここから、「松尾梨子」は、梨子の品種であることが理解される。

【竹ノ子 】(図 39、 図版21)

竹ノ子と記載されている木簡は、 5点出土している (図39-165～ 168、 170)① いずれも短冊型の011型式で、

穿孔がみられる。米の木簡に比べて、比較的丁寧な作りの木簡である。特に165～ 168については、木目の整った

木材を用いて、面取りなどの加工がされている。記載されている文字も達筆で、丁寧な作りの木簡であることが

注目される。これらも、乾燥した木材を加工して作っているのではないかと推測される。

165、 166は 、「御用竹ノ子弐拾五本入」と記載内容、数量などが同じで、木簡の形状も非常に類似している。

167と 168も 、形状が類似しており、「御用竹子弐拾本入玉造郡」と記載内容や数量、地名が共通している。数量

については、20本と25本があったようである。

169については、170と 同じ「深谷」の地名が記載されており、木簡の形状なども類似していることから、同様

に竹ノ子の木簡である可能性が考えられる。

記載されている地名のうち、「玉造郡」は、仙台藩領内でも内陸部に位置し、山林も多い土地であることから、

竹ノ子も産するものと考えられる。また、170の 「深谷」の地名については、169の 「

'ヒ

生郡深谷前谷地村」と同

じと推測されるが、「深谷」の地名は仙台藩領内の刈田郡、栗原郡などにも存在し、いずれも竹ノ子を産する土

地と考えられることから、詳細は不明である。

また、図40～ 481こ は、木簡の形態的特徴が、米や塩、その他の食品などと類似しているが、破損や文字が読め

ないため、品物名が不明のものをまとめている。比較的木目の粗い木材が用いられ、木の害↓り方や成形が雑なも

のが多い。部分的に読解できた文字には、米や塩の木簡にみられる村名や日付が確認できる。このような特徴か

ら、多くのものは、米や塩の木簡であると考えられる。しかし、同様の記載内容で、他の品物である可能性もあ

るため、詳細は不明である。

【味噌・醤油 】 (図 50、 図版27)

味噌・醤油については、 3点出土している (図50-234、 235、 237)。 いずれも小型で、四隅を面取りした木簡

が用いられ、穿孔がなされている。また、木目の細かさなど、比較的質のよい木材が用いられている。

醤油は、「御醤油」「円真寺流」と記載されている。「円真寺流」については、元禄元年に書かれた「合類日用

料理抄」に「円真寺醤 (え んしんじびしお)」 についての記述がみられることから、これと関連があるのではな

いかというご教示を、醤油PR協議会伊奈良祐氏より頂いている。醤とは、なめ味噌の一種で、大豆、小麦から

作った麹に食塩水を加えて発酵させたものである。塩漬けの茄子や瓜を加えて熟成させることもあるようである。

醤の中でも、大豆を原料とするものが発展して醤油が誕生している。

また、仙台藩の料理人として仕えていた橋川房常が、享保十八年に、料理の調理法を食品別に記した『料理集』

(松下幸子他1981)に は、「ひしほ」の項目がみられる。それには、「丸山醤」と「円真寺流ひしほ」の 2種類の

醤の作り方が記されている。「円真寺流ひしほ」は、小麦、大豆、餅米から麹を作り、塩と水を加え発酵させて

作るもののようで、土用中に仕込むとされている。これとは別項目に、「醤油」について、その作り方が記され

ているため、醤油と円真寺流醤は、調味料としては異なるものであったようである。しかし、この木簡をみると、

一般的な呼び方としては、混用されていた可能性も考えられる。

味噌では、「赤味噌」、「諸白赤味噌」の記載がみられる。現代まで仙台の名産として続く仙台味噌は、米麹と

大豆から作られる赤味噌で、伊達政宗が軍糧用に味噌を作らせたことに由来すると言われている (宮城県味噌醤

油工業協同組合1978)。 仙台城下の有力町人である真壁屋市兵衛が、寛永三年に、最初に味噌の販売を始めたと



伝えられている (仙台市史通史編 3近世 1)。 その後、味噌、醤油を製造販売する商人たちにより、味噌醤油仲

間が形成されている (仙台市史通史編 5近世 3)。 「諸白赤味噌」の「諸白」とは、本来、米も麹もともに精白米

で造った酒のことを示し、精白しない麹と精白米で造った酒を「片白」と言う (日 本風俗史学会編1988)。 また、

江戸時代の F本朝食鑑』には味噌の作 り方が載っており、味噌の作 り方にも上、中、下とあり、上は精白した麹

を多 く用いたものである (前田利家1993)① これらのことから、「諸白赤味噌」については、精白した麹を用い

て造られた味噌を示しているのではないかと推測される。味噌に関する木簡は、城下での産業との関わりが考え

られる資料の一つである。

【小型の木簡に記載された品々】(図49～ 53、 図版26～ 29)

比較的小型の木簡について、品物名は様々であるが、記載内容や形態が類似するものがいくつかみられること

から、まとめて記述していく。

図49-220～ 233、 図50-234～ 240、 図51-241～ 243に は、021型式、022-b型式と、011型 式でも小型のものを

まとめている。これらは個々の木簡によって差があるものの、米の木簡に比べると丁寧な成形のものが多い。記

載内容では、「御獲」と記載されている木簡が 3点出土している (図49-220～ 222)。 また、図49-223に ついて

も、「御□」と不明確な文字があるものの、形態が似ていることから「御獲」と同じものである可能性が高い。

「御獲」がどういった意味かはわからないが、同様のものが 4点出土しており、比較的多用されるものであった

のかもしれない。

また、人名のみが記載されている木簡もいくつか出土している。「矢野左近」(図49-224、 225)については2点

出土しているほか、「/1ヽ嶋□ (道力)五郎」 (図49-227)、 「吉田仁蔵」(図49-232)な どが確認される。また、「木

村寿程」 (図50-239)は 表裏に焼印が押されている。「矢野左近」は、正徳三年、稚児として召し出された後、小

姓、近習、申込、槍奉行等を歴任した人物で、享保三年、享保四年、享保七年、享朱十四年に禄高が増加したと

いう記録がみられる (坂田啓1995)。 「木村寿程」は、オランダ流の医学を学び、正徳四年に次医として召し出さ

れた人物である (坂田啓1995)。 これらから、正徳から享保年間にかけて、活躍した人物であることが理解される。

このような人名のみの木簡は、品物名がなく、他の荷札木簡とは形態も異なることから、荷札ではなく、他の

用途の可能性が考えられる。例えば、持ち物などに目印として付けた札のようなものなどが推測される。

他には、「早籠」、「早篭」の記載が 3点みられる (図49-228、 図51-241、 242)。 特に、241、 242は 「吉浜早

篭」「石田三太夫」の同一の記載がみられる。また、「早篭」の記載はないが、243に は同じ「石田三太夫」の名

前と、「吉浜披鮭」の記載がみられ、241、 242と 同じ人物であろうと考えられる。乗物の駕籠では、「早駕籠」と

いうものが存在し、急用のため昼夜を問わず走らせたものがあることから、早籠 (篭)についても、品物を早く

届ける現在の速達のような意味合いではないかと推測される①吉浜については、地名と考えられるが、該当する

地名は見つからなかった。品物が、披鮭と海産物であることから、海岸の土地ではないかと推測され、宮城郡吉

田浜や亘理郡吉田などが候補として考えられる。特に亘理郡吉田については、平野部を浜吉田と呼び、近くを流

れる阿武限川河口には、現在でも鮭が遡上することで知られている。また、『封内生産考』(安田健1998)に は、

「鮭」の頂日に、阿武限川で取れる鮭は他より好味で、名取の蒲崎 (現岩沼市)と亘理の荒浜を挙げている。生

ものである鮭を新鮮なまま届けるために、早籠が用いられたのであろうか。

また、図50-2401こ は、「御□□ (茶挽力)部屋鯰」の記載がみられる。図8の二の九大所周辺の絵図をみると、

「御上大所」の近くに「御茶挽所」があることが確認される。この木簡は、「御茶挽所」の鍵 (鈴)に付けられた

ものではないかと推測される。

図51-244、 245、 図52-246～ 251に 1よ 、正方形に近い小型の木簡をまとめている。これらには、「い」、「ろ」、

「に」、「松」「三之内」といった文字や、記号のような絵が記載されている。このような特徴から、荷札以外の札

類ではないかと推測される。
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図53-252～ 255は 、焼印を伴った札をまとめている。やや厚手の木材を用いており、大きさなどの形態も類似

している。記載内容では、地名、人名のほかに、鳥の絵に「屋」の文字 (図53-252)と いった屋号のようなも

のが確認される。これらは、新宿区汐留遺跡 1/1ヽ林博範他2000)で出土している鑑札と特徴が似ていることから、

同様のものの可能性が考えられる。

【荷物 】(図54～ 56、 図版29～ 31)

「荷物」あるいは、「仙墓」と記載されている木簡について、記載内容や形態が類似しているため、まとめてそ

の特徴を述べていく。

これらは、米やその他の品物とは異なり、比較的厚手の木材で、大型のものが多い。内容は、「仙蔓」や、「仙

墓荷物」などの他に、差出人や受取人の名前が記載されている。「仙重」は宛先を示すと思われるが、「仙墓大所」

(図54-256)、 「仙墓勝手」 (図55-261)の記載がみられることから、二の丸の大所を指したものであろうと考え

られる。また、「荷物」の文字はないものの、形態や記載内容の類似した図56-262で は、「御台所御用」の記載

がみられる。「荷物」については、その品が何であったかを示す具体的内容はないが、二の九大所に宛てたさま

ざまな品が考えられる。

図55-260は 、「皆川与平次 加藤平助」から、「跡部新之丞殿 高橋源助殿 口□彦六郎殿」宛の荷物に付け

られた木簡であると考えられる。「跡部新之丞」については、F仙台藩刑罰記』(高倉淳1988)の 中に、「享保十七

年料理不都合のため、大所頭から膳方に下げられた」などという記録が残っている。また、「高橋源助」につい

ては、「天和三年に大所に徴出され、元禄七年と十五年に禄高が増えた」という記録が残っている (坂田啓1995)。

また、「皆川与平次」については、「大所人で、天和三年継目御礼」の記録がある (坂田啓1995)。 いずれの人物

も大所人であることが注目される。また、「□□彦六郎」については、同じく大所に関連する人物と仮定すると、

F仙台藩刑罰記』に、「跡部新之丞」と同じ頃に処罰を受けている「久保田彦六郎」という人物の可能性が考えら

れる。それによると「久保田彦六郎」は、「大所人で、享保十六年、家業数年稽古したが一人前になれず、国許

に帰される」という記録が残っている。これらの記述から、いずれの人物も大所に従事していた人物であること

が確認できる。

さらに、「仙墓大所」「武右衛門」 (図54-256)の 木簡については、同様に大所に関連する人物と推測すると、

『仙台藩刑罰記』にある「坂本武右衛門」という人物の可能性が考えられる。「坂本武右衛門」は、「大所組頭で、

料理指味にとりからしを入れ、享朱十二年に組頭召放蟄居、享保十七年には家業未熟のため禄減少」、「享保二一

年には、江戸大所組頭で料理の吟味を怠り、国許に帰される」などの処分を受けている (高倉淳1988、 坂田啓

1995)。 これらのことから、享保年間に大所人であった人物である可能性が考えられる。

「仙墓大所」、「仙墓勝手」、「御台所御用」の記載がみられるのみならず、二の丸大所に従事した人物の人名が

記載されているなど、これらの厚手の木簡は、二の九の大所に宛てたものである可能性が非常に高いものと考え

られる。

人名では、他に「小嶋重次郎」 (図54-257)、 「小嶋十次郎」 (図96-569)や 「二瓶覚之丞」 (図 56-263、 図

57-264)な どについては、重複して名前が確認されるものもみられた。その他、図57-264～ 267、 図58-268～

271、 図59-272～ 274に ついては、文字の消失や欠損などで品物名はわからないが、比較的厚手なものや、大型

のものなど、木筒の形態が「荷物」を示す木簡と類似している。記載内容が不明確なものが多いため、詳細はわ

からないが、「姫君様」や「御□」の文字がみられることから、同様に、二の九や大所に宛てたものである可能

性が考えられる。

【漬け】(図59～ 64、 図版33～ 36)

八や茄子などの漬物と考えられる木簡を、「漬け」としてまとめた。

漬けの木簡は、一端を尖らせた051型式が1点みられる以外は、非常に薄手の木材を用いた000型式と、短冊型



でも厚手で大型の011-d型式であり、他の品物とは形態的に異なる木簡に記載されている。特に、000型式は、

「漬け」の木簡に特徴的にみられるものである。非常に薄手の木材であるため、木目に沿って裂けやす く、その

ため完形のものは限られていた。木材の薄さや、木目の状態は、屋根を葺いた木羽と特徴が似ている。図65-

298～ 301、 図66-302～ 307、 図67-308～ 314、 図68-315～ 319に ついては、破損のため、漬けの記載が確認でき

なかったものである。しかし、この薄手の木材は、漬物関係に砦徴的に用いられていることから、「漬」の記載

自体は確認できなかったものの、同様の品物の可能性が考えられる。

記載内容では、「瓜」が18点 と最も多い。その他では、「茄子」、「□□ (大根力)」 などの記載が確認された。

瓜の場合は、例えば「瓜漬七十切入」 (図59-275)、 「瓜漬六十五切入」 (図62-284)の ような単位で記載されて

いる。また、大根は、「□□ (大根力)漬百弐拾本入」 (図62-285)の ように記載されている。しかし、決まっ

た数量はなく、木簡ごとにさまざまであった。

年号や日付が記載されているものもいくつかみられる。年号では、享保四年 (図 64-292)、 享保六年 (図 60-

277)、 享保七年 (図61-281、 図64-295)が確認された。また、「い」、「丑」など記載もみられるが、年号が確

認できる木簡の年代から考えて、それぞれ享保四年、享保六年が相当するのではないかと推測される。日付につ

いては、「八」の場合、六月、七月、関七月に限られている。旧暦であるため、現在の暦で考えると、おおよそ

7月 から8月 ごろと考えられる。この日付は、瓜の収穫時期と関連するものと推測される。享保十八年に橋川房

常が記した『料理集』 (松下幸子他1981)に は、「公方様御城え初物上る覚」として、仙台城に初物が届けられる

時期が記されている。それによると、六月に「まくわうり」を初物の時期として記している。これは、木簡に記

されている時期とも一致している。

また、「けせん漬物」 (図62-283)イこついては、類似した木簡が図48-216に もみられる。「イナせん」が、地名

であるか、品物であるかは不明である。また、字の使い方が違うものの、「気せん」の文字は、図56-262に おい

ても確認できる。262に ついては、大所に宛てた木簡であることが推測されるが、品物が漬物かどうかはわから

ない。

宛先では、「御上大所御用」 (図59-275)、 「御台所御用」 (図63-287)、 「千五郎様御用」 (図62-285)な どの

記載がみられる。差出人は、「□ (千 力)久左□□ (衛門力)」 (図59-275)、 「権左衛門」 (図62-285)、 「十右衛

F]」 (図64-294)な どが確認される。また、「三平 平人」の記載については、いくつかの木簡でみられた (図

60-277、 図61-281、 図62-284、 図63-286、 289、 図64-296)。 これについては、記載されている位置から差

出人と考えられ、人名や店などの屋号かと推測されるが、詳細はわからない。



表5 武家屋敷地区第7地点出土「米」記載木簡 (1)
Tab 5 Notes on wooden tablets written about riceと om BK7(1)

登録番号 型 式 遺構名 層  位 品 名 年号・月日 地 名 人 名

部「T001 み号遺構 里土l層 米四斗五升入 鶴ヶ谷ホ寸 六□□ 〔兵衛力〕

WT002 〕号遺構 里±2層 米四斗五升入 岩沼村 匡 コ

WVT003 2号遺構 里±2層 卸年貢米四半五升入 享保五年 十一月廿五日

WVT004 〕号遺構 埋±3層 御年貢米四十五升入 享保□ 〔五カ〕年十月十六日江刺人首村 六兵衛

VヽT005 〕号遺構 埋±3層 米四半五升入 匡 コ 飯田村□□

WT006 み号遺構 里±2層 御年□ 〔貢力〕米四斗五升入 コロ 〔)II力 〕村 五□ 〔郎力〕七

WVT007 〕号遺構 里±2b層 御米四斗入限□ 子ノ七月十□日

VヽT008 〕号遺構 里±2b層 米四半五升入 名取富田村 五左衛門

VヽT009 み号遺構 埋±2b層 御用米国□□□ 〔四斗五升力〕 度邊二郎右衝門

WT010 み号遺構 埋±2b層 卸年貢四斗五升入 宮城郡加瀬村 喜右衛門

�VT011 3号遺構 里±2層 当御年具米四斗五升入 名取日辺村 長四□ 〔郎力〕

WVT012 Z号遺構 里±2層 米四斗五升入 (月 七日側 切 匠∃懐) 黒川下草村

WT013 2号遺構 里±2層 御年貢米四斗匠正三コ 名取北目村□

WT014 3号遺構 埋±2層 卸年貢米四半五升入 ぺ月十五日 名取川上村 隆十郎

WT015 Z号遺構 埋±2層 コ斗五升入 名取今泉 コロ郎

VヽT016 〕号遺構 埋±2層 米四斗五升入 丑ノ十月□□ 日 名取郡種次村 際兵衛

WVT017 3号遺構 里±2層 米四斗五升入 名取今泉村 コ 〔文力〕七

WT018 3号遺構 里±2b層 米四斗五升入 十二月十六日 名取植松村 コ 〔作力〕兵衛

WT019 2号遺構 埋±2層 米四斗五升入 入月十四日 熊谷村 長右衛門

WT020 Z号遺構 埋±2層 御米四半五升入 名取北方□ 〔柳力〕生村 清右衛門

VヽT021 2号遺構 埋±2b層 御年具四斗五升入 事録□ 〔四カ〕年 □ 〔名力〕|    | 忠右衛門

Aヽ「T022 3号遺構 堕±2層 米四斗五升入

WT023 み号遺構 里■2b層 コロロロロロ 〔米四斗五升入力〕 名取□□村 新四郎

WT024 2号遺構 里±2b層 米四斗五升入 匠 コ

VヽT025 〕号遺構 埋±2層 米四半五升入

lVT026 2号遺構 埋 ± 2b層 米四半五升入 匠 コ ロ 〔ホす力〕匠 ヨ
ll‐ T027 み号遺構 里±2b層 御年貢米匠三ニコ

町T028 Z号遺構 里±2層 コ 〔米力〕

WT029 2号遺構 lS_± 2層 コ 〔米力〕[正 三コ

ⅣT030 Z号遺構 埋±2b層 米四斗五升入 名取増田村 久兵衛

汀T03ユ 3号遺構 理 ± 3 コ 〔御力〕匠三三ヨロ 〔四カ〕 名取□□ 〔郡山力〕村匠コ

汀T032 2号遺構 里±2b層 米 匡 コ 増沢村 [   ]
汀T033 Z号遺構 里±3層 匠三三コ御年貢米 四半五升入
ⅣT034 2号遺構 里±3層 米四斗五升入

ⅣT035 2号遺構 埋±3層 米之 (ママ)匠正三コ 匠 コ 村 庄 三

VT036 2号遺構 埋±2層 抑E三 コ 〔年貢力〕米四十五升入

ⅣT037 2号遺構 埋±1層 御年貢米四斗五升入 呆六年 丑十一月□ 名右衛門

lVT038 Z号遺構 埋±2b層 米四斗五升入

パrT039 2号遺構 埋±2層 ×斗五升入 享保六年 匡 コ □□ 〔富力〕 与五郎

ⅣT040 2号遺構 埋±2b層 米四斗 匡 コ

戸T04ユ 2号遺構 埋±3層 御年貢米 匡 二三]入 子ノ十一月 名取四郎□ 〔丸力〕村 八郎兵

パ「T042 2号遺構 里±3層 米四斗五升入

ⅣT043 2号遺構 埋±2層 米四半弐升入 匠 コ 名取□□ 〔種次力〕卜寸

ⅣT044 2号遺構 里±2層 米四斗五升入 名取柳生村 匠 コ

ⅣT045 2号遺構 埋±2b層 御年貢□ 〔米力〕匡 コ 名取増田 寛四郎

vVT046 2号遺構 埋±3層 御年□□ 〔貢米力〕四十五升 名取下余田村 長左

ⅣT047 2号遺構 埋±3層 御米四斗五升入 名取上 〔植力〕松村 半兵衛

ⅣT048 2号遺構 埋±1層 米四半五升入

,VT049 2号遺構 埋±2層 米四半五升入

,7T050 1‐c 2号遺構 埋±2層 米 匡 コ 名取植松村七郎 匡 コ 内人百助

ⅣT051 2号遺構 埋±2層 米四半五升入

ⅣT052 2号遺構 埋±2層 御刺付御せん精米四斗五升入 享保七年九月十六 日 入 助

ⅣT053 2号遺構 埋±2層 御年貢米四斗五升入 享保 [三 コ 六月三日 宮□ 〔城力〕岡田村 弥兵衛

孤「T054 1‐c 2号遺構 埋±2層 米四半五升入 □□ 〔伊手力〕村 匠 コ

ザVT055 2号遺構 埋±2層 米四斗五升入 川上村 コ 〔五カ〕作



表6 武家屋敦地区第7地点出土「米」記載木簡 (2)
Tab 6 Notes on wooden tablets written about rice from BK7(2)

登録番号 型式 遺構名 層 位 品 名 年号・月日 地 名 人 名

い「T056 2号遺構 里±2b層 米四半五升入 宮城郡田子村 圭
目

耶「T057 2号遺構 里±2b層 米四半五升入 コロ 〔宮沢力〕村

W7T058 〕号遺構 里±2b層 御年貢米四半五升入 コ〔宮力〕城岡田村 |

∇VT059 〕号遺構 里±2b層 年貢米四半五升入 十月十八日 宮城田子村 □四郎

M「T060 B号遺構 里±2b層 米四斗 名取今泉村

M「T061 2号遺構 里±3 米四半五升入 岩切村 文四郎

M「T062 l 2号遺構 里±2b層 コロロ 〔五升入力〕 享朱四X 江刺石 | コ清左衛門

VヽT063 2号遺構 里±2b層 米四半五升入 柳生村 善助

WT064 l 3号遺構 里±3層 X斗五升 X□ 〔助力〕
WT065 3号遺構 埋上2b層 米四斗五升入

覇「T066 l み号遺構 里±3層 米区正 三コ
〃T067 l 2号遺構 里±3層 御米四半五升入 享保五年 十月廿人日 宮城福室村 頼右衛門

汀T068 l Z号遺構 里±3層 米四半五升入 宮キ森郷村 |

VT069 11‐ c 2号遺構 埋±2b層
御年貢 米 四半五

御年貢 米  斗五升升入
名名取 匡 :コ 沢村□ 五郎右衛門

汀T070 2号遺構 埋±2層 米四半五升入 名取上余田村 太郎兵衛

汀T071 2号遺構 埋±2層 米四斗五升入 名取今泉村 |

ⅣT072 2号遺構 埋±2層 御年貢四半五升 菅谷村 □ 〔善力〕□

ⅣT073 2号遺構 埋±2層 米四半五升入 コ 〔衣力〕,II村 久四郎

ⅣT074 〕号遺構 埋±2層 米四十五升入 コ 〔岡力〕田村 久兵衛

ⅣT075 】号遺構 埋±2層 米一□ 〔俵力〕四十五升入 llJll□ 〔生力〕ホ寸 □左「
~~¬

〔衛門カ
パ「T076 〕号遺構 埋±2層 御年貢米四斗五升入 名取高柳 | 之□ 〔允力〕

vL‐T077 オ号遺構 埋±2層 米四斗五升 名取郡藤塚村 |

vhrT078 〕号遺構 埋±2層 卸年貢米四斗五升入 富沢村 喜□ 〔次力〕

ⅣT079 〕号遺構 埋±2層 κ四斗五升入 名取川上村 匠 コ
函「T080 〕号遺構 坦±2層 (四半五升入 名取郡植松村

「

¬
WT081 )1 〕号遺構 坦±2層 卸年貢米四十五升入 下余田村 □□ 麻□ 〔五カ〕平

MrT082 )1 〕号遺構 埋±2層 K四半五升入 上余田村 コ 〔喜力〕助□
VヽT083 )l 〕号遺構 哩±2b層 К四斗 | 名取袋 匠 :コ 〔原村力〕与兵衛

W7T084 )1 2号遺構 里±2b層 卸年貢米四斗五升入 名取増田村 匠 コ
WVT085 )l 2号遺構 里±2b層 卸年貢米四斗五升入 名取増田村

VヽT086 )1 2号遺構 里±2b層 米四斗五升入 郎山村 次郎兵衛

Ⅵ「T087 )1 2号遺構 里±2b層 卸米四十五升入 旨取下余田村 孫□□□ 〔右衛門力〕

覇「T088 2号遺構 里±2b層 卸年貢四斗五升入 寅二月六日

M「T089 )1 2号遺構 埋±3 却年貢米四十五升入 旨取北方四郎丸村 効太郎

耶rTo9o 2号遺構 埋±2b層 卸年貢米四斗五升入 享保六年 (表) 八月三日 (裏 ) 名取郡富田村 吉蔵

WT091 〕号遺構 里±2b層 米四十五升入 匡 コ 九月十五日

耶「T092 3号遺構 里±3層 米四半五升入 名取下余田村 |

WVT093 2号遺構 里±3層 米四斗五升入 旨取大□□ 〔野田力〕村 |

VヽT094 2号遺構 埋±3層 御年貢米四斗五升入 名取増田村 助七郎

WT095 3号遺構 埋±3層 米四斗五升入 あらい本寸 与三郎

WT096 Z号遺構 里±2層 米四半五升入

Ⅵ「T097 2号遺構 里±3層 米四半五升入 名取下余田村 八郎兵衛

VヽT098 2号遺構 里±2層 御セん□ 〔登力〕米 四斗五升入

WT099 2号遺構 埋±2層 御年貢米四半五升入

M「T100 2号遺構 埋±2層 米四斗五升入

覇「T101 2号遺構 埋±2層 米四斗五升入

MrT102 2号遺構 埋±3層 コ御年貢米四斗五升入 名取下余田村 伝兵衛

WT103 2号遺構 埋±2b層 御年貢米四斗五升入 名取□□ 〔平岡力〕村 喜四郎

耶「T104 2号遺構 埋±3層 御米四半五升 呆十二年 匠 コ
耶rT105 2号遺構 埋±2b層 四斗五升入

WT106 2号遺構 埋±3層 米四半工升入

WT107 2号遺構 坦±2層 御米四斗 匠正 三コ 入 名取 |

VヽT108 2号遺構 埋±2層 米四斗五升

VヽT109 2号遺構 埋±2層 米四斗×



表7 武家屋敷地区第7地点出土「米」記載木簡 (3)
Tab.7 Notes on wooden tablets written about rice from BK7(3)

登録番号 型 式 遺構名 層 位 品 名 年号・月日 地 名 人  名

WTllユ 〕32‐b 2号遺構 里±3層 御年貢米四斗五升入 享保五年 名取北方□□ 〔富田力〕村 主助

ll‐ Tl12 2号遺構 埋±2層 コロロロ 〔米四斗力〕匝 コ 十 月 名取匝 正三]□□〔笠島力〕|| 六右衛門

汀T 3 3号遺構 埋±2b層 御年貢米四十五升入 ミや き田子村 喜

「

WT 4 Z号遺構 里±2b層 米四半五升 名取

ll‐T 5 〕号遺構 里±2b層 米四斗五× 名取北方高柳 X

肝T 2号遺構 里±2層 御米四斗五升入□ コロ村

『

汀T 7 2号遺構 埋±2層 米四斗五升入 コロ 〔名取力〕

汀T 2号遺構 埋±3層 ×貢米四斗 匠 コ

llTT119 み号遺構 埋±1層 米四斗五升入「
~

汀T120 2号遺構 17_± 2層 御年□ 〔貢力〕米四斗五升入
|

□ 〔村力〕 コ 〔茂力〕四郎

ll‐ T12ユ 3号遺構 里±2層 米四斗□ 〔五カ〕 岩沼村

汀T122 2号遺構 埋±3層 米四斗五升入 名取□ 〔富力〕

ⅣT123 2号遺構 埋±2層 米四半五升入 名取藤塚村 コ之丞

汀T124 2号遺構 埋±2b層 米四半五升入 柳生村 万平

汀T125 3号遺構 堕±2b層 御年貢米四□ 〔斗力〕 享保五年□

汀T126 2号遺構 里±3層 米四斗五升入

汀T127 2号遺構 里±2層 米四斗五升入 名取三本□ 〔院力〕□

ⅣT128 2号遺構 埋±2層 御年貢× 享保六× 名取北方×  袋原×

lVT129 2号遺構 遇上と2b'詈 米四半五升入 言城郡□ 匡 コ

〃T130 2号遺構 里±3層 米四斗五升入

ⅣT131 2号遺構 里±2b層 米四斗 名取前田

ⅣTX32 2号遺構 里±2層 ×貢米四□ 〔斗力〕 J□国村 X

汀T326 2号遺構 埋 土 匠正三コ 米四斗匠 コ
ⅣT327 〕号遺構 埋±2層 コ〔米力〕匠三
ⅣT328 2号遺構 里±2層

~¬
〔米四斗五升入力〕

ⅣT329 2号遺構 埋±2b層 コロロロ 〔四斗五升力〕

ⅣT330 2号遺構 里±2層 御 |  1米四斗五升入

ⅣT33ユ 2号遺構 埋±2層 御米四半五升入

ⅣT332 Z号遺構 埋±2b層 御米四半 [正三二三コ 名取 匠 コ コロ 〔助人力〕

ⅣT333 Z号遺構 里±2層 米四斗 コロ 〔田力〕□

ⅣT334 2号遺構 里±2層 御米四斗 コロ 〔名取力〕□□

パrT335 2号遺構 哩±2層 米四 熊野

ⅣT336 2号遺構 埋±2層 御年□ 〔貢力〕

ⅣT337 2号遺構 埋±2b層 米 匠三コ 富沢村

ⅣT338 2号遺構 埋±2層 米 ×

ⅣT339 2号遺構 里±2b層 米四斗□ 〔五カ〕 X 富 田 ×

ⅣT340 2号遺構 里±3層 四半五× コロ村

ⅣT341 2号遺構 埋±3層 コ 〔米力〕四半× 名□ 〔取力〕

ⅣT342 2号遺構 埋±2層 御年□

ⅣT345 2号遺構 埋±3層 米 四 × 匠 コ 村
ⅣT346 2号遺構 埋±2層 コ 〔米力〕

パ「T554 24号土坑 里±2層 御蔵入四斗五升入 国分郡 (マ マ)六丁目村 久佐衛門

,7T555 24号土坑 埋±3層 コロ 〔御前力〕米四半五升入 名取藤塚 久郎七

ⅣT556 24号土抗 埋±3層 米四斗五升入 国分□ 〔実力〕沢村 半□ 〔木力〕

ⅣT557 Z4号土坑 埋±12層 御年貢米四斗五升入 享保二年十一月十日 名取袋原村 勘次右衛門

v4‐T558 Z4号土坑 埋±2層 米四斗 | 筆甫村 匡 コ

ⅣT559 1‐c 24号土坑 墜±3層 コロロ 〔米四斗力〕 丑
|

vh‐T560 24号土坑 埋±1・ 2層 米四半五升入 名取吉 〔増力〕田村□

ⅣT561 24号土坑 埋±3層 米四斗五升入 コ 〔日力〕□村 コロ郎

ⅣT562 24号土坑 埋±2層 米四半五升入 名取上余田村 吉郎兵衛

v4‐T564 24号土坑 埋± 1・ 2層 御年貢米四半五升 名取高柳村 市之丞

ⅣT580 24号土坑 埋±3層 米四斗

ⅣT591 2号土坑 埋 土 米 ×



表8 武家屋敷地区第7地点出土「塩」記載木簡
Tab 8  Notes on wooden tablets M/ritten about salt from BK7

表9 武家屋敷地区第7地点出土「漬」記載木簡
Tab.9 Notes on wooden tablets wrritten about pickles frOm BK7

登録番号 型式 遺構名 層 位 品 名 年号 月日 地 名 人 名

WT140 2号遺構 里±2 卸台所塩三十入 子ノ九 月

Ⅵ「T141 2号遺構 坐± 2 御台所塩三斗入 子ノ人月 コロ 〔菅野力〕善四郎

WT142 を号遺構 里± 2b
御大所塩

三十  ~  | 子ノ人月 |    |

WTl瑠 B号遺構 里± 2b 御大所□ 〔塩力〕三斗入 子ノ人月迄
わたのは (表 )

流留村 (裏 )

Ⅵ「T144 2号遺構 里± 2b 御大所塩三斗入 子ノ八月迄 度波町 清右衛門
「TT145 2号遺構 里± 2b 御台所塩□斗 匡 ]〔 未力〕ノ六月

VT147 2号遺構 埋±2
fiH〕 含所吼 |    |
弐斗三升入

汀T148 2号遺構 里±1 御台所□ 〔塩力〕三斗入
「

肝T149 Z号遺構 里± 2b 御台所塩三十入
享保五年

□月 匡 コ
沢田村 E三 三コ勘兵衛

汀T150 2号遺構 埋±3 御大所塩三斗六升 人 月九 日迄 流留村 長次郎

ⅣT15ユ 2号遺構 里±2b 脚大所□ 〔塩力〕三斗 匠Iコ
子ノ

□ 〔弐力〕月迄 E正 三コ
ⅣT152 2号遺構 埋±2 卸大所塩三斗入 と 之 五 月 |

ⅣT153 )19-b 2号遺構 里±2 卸清所塩 EI
rVT154 2号遺構 埋±2b 卸大所塩三斗 子 ノ

ⅣT155 2号遺構 埋±2b 卸膳御塩三升入
賃 ノ

正月十五 日

ⅣT156 構 lF_± 2 尊□ 〔塩力〕四□ 〔斗力〕 欠有衛門様 坂□ 〔本力〕彦四郎

登録番号 型式 遺構名 層  位 品 名 関連記載 年号・月日 地 名 人 名

AヽIT275 〕サ遺構 理±2b 氏漬七十切入 卸上大所御用 ]〔千力〕久左□□〔衛門カ
∇VT276 と号遺構 埋±2b 丸小瓜□ 〔漬力〕 コ 〔名力〕□

WT277 2号遺構 哩±2b

瓜漬千六百四拾切 (表 )

匡 コ  拾六樽内 □□入

七十入 (裏 )

脇御用
享保六年

七月

三平

平□ 〔八カ〕

MrT278 2号遺構 里±2b 御用茄子漬三千□

WT279 2号遺 構 塁±2 氏漬七拾切入 コロ月   日

MrT280 2号遺構 里±2
御表漬 瓜□ 〔樽力〕 (表 )

白石流 (ママ)八 (裏 )

VヽT281 2号遺構 里± 2b 御漬  せんまい武百抱入
享保七年

三月十七日

平

八

一二
平

WT282 3号遺構 里± 2b 白石様 〔流力〕瓜人拾切入

いノ ロ 〔持力〕人

御□□□

□付方

いノ

六月十一 日

M「T288 2号遺構 里±2 )せん漬物 けせん
WT284 2号遺構 を巳■2b 氏漬六拾五切入 卸用 コロ若様 平人

M「T285 Z号遺構 埋±2b ]□ 〔大根力〕漬百弐袷本入 十五郎様御用  権左衛門

覇「T286 2号遺構 里±2
コロ 〔加賀力〕粕
氏漬七拾切入

とノ

壬七月五 日

三平

平 八

耶「T287 Z号遺構 埋±2b 氏漬□拾□切入 卿台所御用 ぺ平

郡rT288 2号遺構 里±2b 武漬七拾

VヽT289 2号遺構 理±2 氏付七拾切入 コロ 〔三歩力〕なり
丘ノ

壬七月五 日

人

平

平

〓
一

VヽT290 2号遺構 埋±2 氏漬三拾切入 調七月五 日

WT291 Z号遺樗 埋 ± 2b 氏付拾切入

WT292 2号遺構 埋±2 氏漬六拾五切入
享保□□〔四子力〕

聞七月
コ入

WT293 2号遺樗 をlJ二2b へ漬四拾切入

VヽT294 2号遺構 埋±2b 氏漬六拾切入 なはなふ (マ マ)や十右衛門

AヽrT295 2号遺構 埋±2b
氏漬六拾五切入 (表 )

簡□別

「

¬ 候 )

享保七年

AヽrT297 2号遺構 埋±2b 氏付七拾切入



表10 武家屋敷地区第 7地点出土その他の品名記載木簡
Tab.10  Notes on、vooden tablets Mrritten about various g00ds from BK7

登録番号 型式 遺構名 層 位 品 名 年号・月日 地 名 人 名

汀T133 】号遺構 埋±2b
妄ロロ籾

五斗入
享保四年 一迫長崎村 叉四郎

ⅣT134 :号遺 構 里±2b コ 〔並力〕餅四斗

『

笠島村
ⅣT 〕号遺構 埋±2b もち米四斗五升入 名取下余田村 八郎兵衛
ⅣT D22-b 〕号遺構 坦±2 もち粉

戸T 〕号遺構 哩± 1 引わり付餅四十五升□ 名取北方二木村 兵七郎
ⅣT 〕号遺構 埋±2 コロ 〔もち力〕四斗五升入 名取飯田村 強四 員F

Ⅳ T 〕号遺構 埋±2 御刺付もち四半五升 」日本す L倒
Ⅳ
′
1 〕号遺構 埋±2 呪 旦木土佐様 伊達安房

Ⅳ T 〕号遺橋 埋±2 菱喰一 箕庭筑後
Ⅳ T )1 〕号遺構 埋±2 梨子入 こ造郡松尾
ⅣT160 )1 〕号遺構 埋±2b 雉子 卜成 田村

ⅣT161 )1 〕号遺構 哩±2b 弐斗三升 (表)□ 〔茶力〕
「

¬ (裏 )

ⅣT162 )1 J号遺構 埋±2 大豆五斗入 旨収 上 余 田村 原之助

ⅣT163 を号遺構 埋±3
＞
」　
　
≡
」

一ヽ
ユら　　、ぃ，′

た
(ママ)入

ⅣT 2号遺構 坦±2b コ 〔酒力〕匠三三コ
Ⅳ T )l 2号遺構 埋±2 脚用竹ノ子弐拾五本入
ⅣT )1 2号遺構 埋 ± 2 御用 竹ノ子弐拾五本入
ⅣT )1 2号遺構 坦±2b 御用竹子武拾本入 玉造郡
Ⅳ T )l 2号遺穏 埋±2b 子弐拾本入 玉造郡
ⅣT 2号 J三2 兆 (マ マ)生郡深谷前谷地‖ 人兵衛□
ⅣT 2号遺構 埋±2 竹之子五寸廻弐拾五本 衆谷

覇rT220 )22‐b 2号遠棒 連±2

lVT221 2号遺 Jし 1 御獲

'VT222
2号遺構 ± 2 御□ 〔獲カ

VヽT228 11 2号遠梅 連±2 早力〕籠

M「T234 2号遺構 」二2 円真寺流 (表) 御醤油 (裏 )

い「T235 )22-b 2号 J二2 赤味噌 (表) 三ノロ (裏 )

耶「T236 Bサ遺梅 」し3

WVT237 )22‐ b 2号遺穏 」二2 諸白赤味噌
▽7T238 )22-b ■ 2 御□□布

WT240 11 2号遺構 J二2
□部屋□〔鉛力〕(表 )

御回□〔茶挽力〕部屋□〔盗力〕(裏

▽VT241 11 J二2b 早篭 吉浜 石田三太夫
VVT242 11 Bサ遺 構 ± 1 吉 浜 石田三大夫
WT2弼 1文‐c 2号 」L2 〔鮭力〕 吉浜 石田三大夫
WVT246 J二2b (表) し

VVT247 2号遺梅 」■2 表 ) ろ (裏 )

WVT248 2号遺構 ±2b

三之

内 (表 )

松 (裏 )

WVT249 み号 這 ■ 2 ろ (表) ろ (裏 )

▽VT250 号 J二2b (表) に

▽VT256 号遺構 J二2
所

□

大

□

憂

□ 〔六十四カ〕
仙重大所□ 武右衛門

▽VT257 2号 J二2 仙蔓 /1ヽ 嶋 重 次 貞る

VVT258 Bサ遠構 」二2 仙亘

VVT259 11 2号遺構 」二2b 田御荷物 遠 田
彦 匠正 三コ (表 )

□儀□□□ 匠正 三コ (裏 )

M「T260 2号遺構 J二2 仙墓荷物 仙 菖

跡部新之丞殿 皆川与平次

高橋源助殿

□□彦六郎殿 加藤平助
WT261 2号遺構 ±2b 仙憂勝手 □□ 〔長松力〕

孤「T262 2号遺構 埋±2
□

用

〔気力〕せん□ 御 □ 〔気力〕せん□ 御台

所御用

沼田□ 〔権力〕左衛門殿

遠藤□左衛門殿
耶「T300 2号遺構 」こ2b 上 台 九月廿六日 御 上 台 | ~¬
lVT309 2号遺 J二2b 上大所御用 御上大所御用 三平
ⅣT311 2号遺構 坦±2b カ

すA/T347 2号遺穏 埋 上 3

パ「T348 2号遺構 哩±2b 吼引□

'A「

T349 2号遺構 坦±2 1凹 〔茸 力〕

vVT569 24号土坑 埋±3 仙巨 仙菖 小嶋十次郎



(5)墨書ある木製品 (図 101～ 108、 図版43～ 45)

さまざまな木製品に墨書があるものをまとめている。

図101-1、 2は、陽物形木製品と考えられる。 2は、線刻によって細部が表現されている。いずれも文字が

記載されており、 1は「今泉村」の地名がみられる。しかし、どういった内容であったか、詳しくはわからない。

陽物形木製品は、港区汐留遺跡 (佐藤攻他1997)、 新宿区住吉町南遺跡 (谷川章雄他1998)な どから出土して

いるが、これらは立体であり、 1、 2と は形態的に異なる点もみられる。

図101-3は 、へら状の木製品に文字が記載されている。文字は、「御年貢」「名取」「十一月拾」などが確認さ

れ、木簡で多数みられた御年貢米に関する記載と類似している。御年貢米に付けられた木簡には、箱状製品の一

部を転用しているようなものもみられた。記載内容が、へら状製品に記載されたものとしてはふさわしくないこ

とから、箱状製品の転用と同じように、破損したへら状製品を、御年貢米の木簡に転用したものである可能性が

考えられる。

図101-5は 、桶の天板、あるいは底板である。記載内容では、「[  ]□ (切 力)入」の文字が確認される。

このような記載内容は、漬物関係の木簡にみられた内容と類似している。文字の不明な部分が多いため、詳細は

不明であるが、漬物が入っていた桶の蓋に、その内容量などを記載したものなどが推測される。

図101-4は 、角棒状のものに、模様が描かれている。用途は不明である。図101-6は、中心にやや大きな黒

丸と、その周辺に 7つ の黒丸が描かれている。2箇所の釘穴があり、その形状から、何かに貼 り付けた目印や元

具として用いたのであろうか。図101-7は、さいころの「七」と「人」が描かれたものである。

図102-8は 、形状から箱状製品の蓋部分と推測される。中心には木釘がみられる。「硯」の文字が確認される

ことから、硯箱ではないかと考えられる。図102-9は、「内ミロ (そ 力)」 の記載が確認されるが、何であるか

は不明である。図102-10は 、木釘などが残存 し、その形状から箱状製品の蓋部分と考えられる。「魚」、「鱒」、

「鰍」などの文字があり、習書と考えられる。図102-12は、将棋の駒である。「龍王」「飛車」の文字が記載され

ている。

図102-11は 、串状の形状の 3面に、「御守護」「士士士」の文字 と梵字が記載されてお り、祭祀に関連するも

のと考えられる。梵字は、最初の文字が「バ ン」の字で、大 日如来を示 し、あらゆる災厄苦難を除き、将来への

道が開けるよう福徳と長寿を授ける意味のようである。他の梵字は、確定できなかったため不明である。一部に

は焦げた痕が観察される。

図103-15は、曲物や桶の天板であると考えられる。「名」「石橋」「山門入」などの文字の習書がみられる。

図104-16は、まな板で、脚の部分に、「土□丁」の記載が確認される。図104-17は、曲物の一部である。

図105-18は、桶の天板に文字が記載されている。「わんはん」の文字とともに、九に「正」の焼印が押してあ

る。図105-201よ 、梵字と「南無牛頭天王波梨来女」の文字が記載されている。梵字は、「バン」の字である。

「牛頭天王」は、もともとはインドの祇園精舎の守護神であり、除疫神として人坂神社などに祭られているもの

である。このことから、除厄の祭祀に用いられたものであろうと考えられる。図105-21は 、柄杓の柄である。

持ち手側には、「みそ」の文字があり、線刻の上に墨で上書きされている。味噌用の柄杓として使われたもので

あろうか。
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Fig.41 Wooden tablets from BK7(33)
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Fig,42 WOOden tablets from BK7(34)
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遺構名 区 層位 型式

長 さ

(mm)

甲邑

(mm)

厚さ

(mm)
記載事項 (表) 記載事項 (裏 ) 図 図版

WT001 B号這梅 1 l 横 「O米四斗五升入」 '「 O鶴 ケ谷付六□□ 〔兵衛力〕J 9 1
WT002 2号遺穏 埋±2 l 320 「米四斗五升入J ,「岩沼村匠三ニコ」 9 l

ⅣT003 2号遺構 l 埋±2 l 中央 1490 ・「o御年貢米四斗五升入」
「o享保五年

十一月廿五日 琳
「

~~¬
」

1

WT004 2号遺構 H9 埋±3 l 200
。「享保□ 〔五カ〕年十月廿六日

御年貢米四半五升入」
。「江刺人首村六兵衛」 9 1

WT005 を号遺構 0 埋±3 1 中央 「O米四半五升入」
OL__」 飯田村□□

匡 コ          」
9 1

ⅣT006 2号還構 H-10 埋±2 「御年□ 〔貢力〕米四十五升入」 「□□ 〔川力〕村五□〔郎力〕七」 1
ⅣT007 Zi還 樗 H-10 1砧0 ・御米四半入限□」 ・子ノ七月十回日」 1
肝T008 2号道樗 0 1370 (250) 米四十五升入」 '「名取富田村五左衛門」 1

ⅣT009 2号 埋±2b 「御用米□□□□ 〔四半五升力〕」 ・「渡邊二郎右衛門J 2
肝T010 1770 235 '「 O御年貢四半五升入」 ・O宮城郡加瀬村喜右衛門」
ⅣT011 2サ道構 0 横 盈0 「o当御年具米四半五升入」 「o名取日辺村長四□ 〔郎力〕J

肝T012 2号遺構 H‐ 10 浬±2 1 1470 380
「入月 七日

黒川下草村 [三「¬」

.「七月匡 コ
米四斗五升入」

2

ⅣT013 2サ這構 H‐ 10 l .「御年貢米四半「
~~¬

J 「名取北目村□「
~~¬

」

lVT014 2号遺構 H‐9 埋±2 1 横 1280 '「 O御年貢米四半五升入」
「o名取川上村権十郎
六月廿五日」

ⅣT015 2■還構 H‐9 1 1450 名取今泉四斗五升入」 1名取今泉□□郎」
ⅣT016 2号遺橋 巨つ 埋±2 l 中央 12■ 0 。「O米四半五升入丑ノ十月□□日」 「o名取郡種次村孫兵衛」
ⅣT017 H9 」二2 l 1320 310 O米四十五升入」 '「 O名取今泉村□ 〔文力〕七」

ⅣT018 2号遺構 」二2b l 1270 230
'「 十二月十六日

米四半五升入 」
・「名取植僑付□〔作力〕兵衛」

汀T019 2号遺構 」ヒ2 中央 1120
'O熊谷村長右衛門

米四半五升入  J
「o人月十四日」

汀T020 2号還樗 。「御米四半五升入J ,「名取北方□〔柳力〕生村 清右衛門

汀T021 2号遺構 ll 1453 蟄 0
'「 O享保□ 〔四カ〕年御年具四斗五

升入」

「O□ 〔名力〕E正三コ

|        1 忠右衛門
ミ     さ  ささささ |

肝T022 ± 2 (1290) 220 ・米四斗五升入」 。「|   IJ
VT023 Zi還構 11 」L2b 16α0 330 「□□□□□□ 〔米四半五升入力〕J ・名取□□村新四郎」
町T024 2号道襦 ■2b 15■ 0 「o米四半五升入匠三三コ」 。「o「

~~¬
」

WT025 ± 2 中 13■ 0 300 ・10米四半五升入」 「O匡 コ 」
WT026 Zi遺構 11 ±2b 中 360 o米四半五升入」 '「 。L』 □附力〕

『

¬ J

WT027 サ遠樗 ±2b 中央 「O御年貢米[三 ニヨ」 '「 o『 ¬ J 4
WT028 ± 2 。「O□ 〔米力〕」 「O匡 コ 」 4 4
WT029 i遺構 」二2 (1守 0) □ 〔米力〕|     」 4 4
WT030 サ遺襦 ±2b 380 「O米四斗五升入」 '「 o名取増田村久兵衛J 4

WT031 号遺構 下層 1890 '「 O□ 〔御力〕匠コロ〔四カ〕匡コ
'「 O匡 コ
名取□□〔郡山力〕村「

~~¬
J

4

WT032 サ遺構 J二2b 米I    J ・「増沢村
「

~~¬
」 5

WT033 ± 3 1730 2■ 1 41 O匠 コ 御年貢米 四半五升入J
,「 ol   l」

WT034 Zi道穂 Hつ 3 1350 2α0 米四半五升入」 | |    ~~¬ 」 5 5
WT035 Z号道樗 H‐8 下層 (1340)

~¬
村庄三 「米之 (マ マ)「

~~¬
J 5

WT036 Z号遺棒 ∈11 埋±2 051 御Eコ 〔年貢力〕米四半五升入 ・「|          |」 5

WT037 2号遺構 H‐9 埋土 l 212Ю (240)
・「保六年御年貢米四半五升入

丑十一月□
「匠三二三三]名右衛門

WT038 2号遺構 H‐ 10 埋±2b (1710) 米四斗五升入」 ・E三 三ヨ 」

WT039 2号遺構 H‐ 9 埋±2
。「享保六年[三 三コ

X半五升入」
。「□回 〔富力〕村与五郎」 5

WT040
'号

遺穏 I110 埋±2b 米四斗L_三コ」 6

ⅣT04ユ 〕号遺構 H‐8 里±3 陵 猛0 「o御年貢米E三 ニヨ入」
・「O名取四郎□〔丸力〕村

子ノ十一月     人郎兵へ」
6

肝T042 〕号遺橋 H8 最下層 1730 J米四斗五升入」 ・ひきわりのL__J」 6
ⅣT043 J号遺構 許10 里±2 b 中央 1870 240 '「 o米四半弐升入匡三ニコ」 ・「。名取□□ 〔種次力〕村」 6
lVTO坐 〕号遺構 }10 埋±2 b 187Ю 「米四十五升入」 ・「名取柳生村匡 三]」 6
ⅣT045 〕号遺構 H10 里±2b b 中央 (4■3) 「O御年貢□ 〔米力〕「

~~¬
・ O名取増田寛四郎」 6

lhrT046 Z号遺構 里±3 横 「o御年□□ 〔貢米力〕四半五升」
「o名取下余田村 米主

長左」
6

肝T047 2号遺構 塁±3 中央 2■5 '「 O御米四半五升入」 .。 名取上 〔植力〕栂付半兵街」 7
汀T048 2号遺構 里上 ユ 250 米四斗五升入」 '「 EIコ 」 7

『
T049 2号遺構 ヌ10 星±2 )51‐b 47 ,「米四半五升入J ・「

『

¬ 」 7
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番号
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記載事項 (表 ) 記載事項 (裏 ) 図 図版

ⅣT050 2号遺構 埋±2 270
「名取植松村七郎匡 三]内

米匡 コ 八百助」

IL」
御害!匡三 三コ

匡 コ     」

7

肝T051 2号遺構 里±2 中央 1620 O米四半五升入」 7

肝T052 2号遺構 11 里±2 横 235 「o御刺付御せん濡米四斗五升入」
|。 L」 十三本L」
享保七年九月十六日人助」

7

肝T053 2号遺構 }10 里±2 ,「御年貢米四斗五升入」
「享保匡コ 六月三日

宮□ 〔城力〕岡田村弥兵衛」
7

肝T054 2号遺精 里± 2 「米四斗五升入J |□口 〔伊手力〕村匠三三コ」 7

肝T055 2号遺構 里±2 1650 '米四十五升入」 「川上村□ 〔五カ〕作」 8

lllT056 2号遺構 11 坐±2b 1570 「米四斗五升入J 「宮城郡田子村清」 8

ⅣT057 2号遺構 里± 2b 黄 1860 (388) 「o米四斗五升入J 「o□□〔富沢力〕村□〔百力〕匡 8
ⅣT058 2号遺構 里± 2b 352 1御年貢米四斗五升入」 「□ 〔宮力〕城岡田村

「

~~¬
」 8

WT059 2号遺構 里± 2b 255 ・「年貢米四斗五升入」
「宮城田子村□四郎

十月十人日   」
8

ⅣT060 2号遺襦 }10 里± 2b 1239 1米四半J 「名取今泉村」 8
WT061 2号遺構 H‐9 里±3 140 「米四斗五升入」 ,「岩切村文四郎」

WT062 2号遺構 }10 里± 2b 中央
「o享保四XI      I

□□□ 〔五升入力〕

lo江刺石 |      |
□清左街門」

9

WT063 2号遺構 里± 2b 黄 11460) 390 「o米四斗五升入 「o柳生村 善助 9

WT064 2号遺構 H8 里± 3 (1320) X斗五升」 ×口 〔助力〕|      」 9

WT065 2号遺樗 里± 2b )1餅b 黄 (1360) O米四半五升入」 9

WT066 を号遺構 H‐7 里±3 F央 2箇所 1530 「o米 l    o」 「o『 ¬ oJ

WT067 2号遺構 里± 3 1520
「御米四半五升入

宮城福室村瀬右衛門」

J享保五年

十月廿八日」
WT068 B号遺構 H‐8 最下層 275 1米四半五升入」 「宮キ森郷村「

~~¬
J

WT069 2号遺構 11 里±2b 1790
,「御年貢 米 四半五

御年貢 米  斗五升升入」

1名名取L__」 沢村□五郎右衛門

名 取      五郎右衛門」
22

WT070 2号遺構 H8 埋±2 1320 1米四斗五升入J 「名取上余田村太郎兵衛」
WT07] 2号遺構 H‐ 9 里±2 ,「米四斗五升入」 「名取今泉村「

~~¬
J

WT072 2号遺構 H‐ 9 埋 ± 2 中央 「o御年貢四十五升」 「o菅谷村□ 〔善力〕□J

WT073 2号遺構 H10 埋±2 米四半五升入J 「□ 〔衣力〕,|1村久四郎」
WT074 Z号遺構 H‐ 8 里±2 蹟 220 「米四半五升入oJ .□ 〔岡力〕田村久兵衛O」

WT075 2号遺構 埋 ± 2 380 ・「米一□ 〔俵力〕四十五升入」 '「柳□〔生力〕村□左
「

¬〔衛門力〕
VT076 Z号遺構 H10 埋±2 中央 「O御年貢米四斗五十入J 「o名取高柳[三 ニコ之□〔允力〕」
VT077 2号遺構 H■0 里±2 「米四半五升」 1名取郡藤塚村 |     」

VT078 2号遺構 埋±2
横2箇

所
1270 「o御年貢米四半五升入」 「o富沢村喜□ 〔次力〕匡 コ J

VT079 2号遺構 H■0 里±2 中央 1250 「o米四斗五升入J 10名取川上村L__劇 」
VT080 Z号遺 構 H9 埋 ± 2 1350 270 '「米四斗五升入J 「名取郡植松村

『

¬ 」

VT081 2号遺構 H‐9 埋±2
御年貢

米四斗五升入」

「下余田村 □□

弥□ 〔五カ〕平」
11

VT082 2号遺構 GH 埋 ± 2 225 .「米四半五升入」 「上余田村□〔喜力〕助□」
VT083 2号遺構 G10 埋±2た 1米四半L二 三コ」 「名取袋「

~~¬
〔原村力〕与兵衛_

VT084 2号遺構 G■0 埋±2た 申央 「o御年貢米四斗五升入J 「o名取増田村E三 三コ」
VT085 2号遺構 H■0 里■2b 955 228 。「御年貢米四斗五升入」 「名取増田村E~~¬ 」 2

VT086 2号遺構 G10 埋±2b 220 1米四十五升入J 「郡山村次郎兵衛」 2

ⅣT087 2号遺構 G‐10 坦±2b 1460 。「御米四半五升入」 「名取下余田村孫□□□〔右衛門力〕」 2

VT088 2号遺構 G‐ 10 埋±2b
「寅二月六日

御年貢四半五升入」

肝T089 2号遺構 H7 埋±3 「御年貢米四半五升入」
「名取北方

四郎丸村 助太郎」

肝T090 2号遺構 埋±2b 262
1享保六年

御年貢米四斗五升入」

「名取郡富田村

人月三日    吉蔵」
肝T091 2号遺構 里±2b 中央 「o米四斗五升入匠三三コJ 「o九月廿五日

「

~~¬
」

肝T092 2号遺構 坦±3 1米四十五升入」 「名取下余日村
「

~~¬
J

lllT093 2号遺構 埋±3 260 「米四半五升入」 1名取大国□〔野田力〕村L__J」

VT094 2号遺構 }10 埋±3
「御年貢米

四半五升入」
「名取増田村助七郎」

肝T095 2号遺構 埋±3 「米四十五升入」 Jあ らい村与三郎」 3

肝T096 2号遺構 哩± 2 横 「O米四半五升入」 「O区 ¬ 」 3

肝T097 2号遺構 埋±3 中央 「o米四半五升入人郎兵衛」 「o名取下余田村」 3

肝T098 2号遺構 埋±2 '「御セん□〔登力〕米 四半五升入 IL」 J 3
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VT099 号道 樗 H ll ± 2 1350 「御年貢米四斗五升入」 ||       ~|」
VT100 Z,テ じ19 埋 主 2 イ米四斗五升入J 「|   IJ
VT101 H9 埋±2 ll 1050 「o米四半五升入J 「Ol コ 」
VT102 号遺 構 G10 中央 「O□御年貢米四半五升入J 10名 取下余田村伝兵衛」
VT103 Z▼道構 じ‐19 上2b 「御年貢米四斗五升入」 「名取□□ 〔平岡力〕村喜四郎」

VT104 号遺構 H‐7 埋±3 1070 270 「御米四半五升」
「保十二年匡 コ

匡三二三三]ホ↓」
VT105 サ這穏 GH ±2b 1220 「匠三三]四斗五升入」 「|~_ |」
VT106 遺 H‐8 最下層 「米四斗五升入J

。「|   |」
VT107 ;慮 構 Glユ 逃±2 中 O御米四斗匠

~¬
 入」 「o名取匠三三コ 村匠正三削

VT108 サ遠構 H9 ± 2 中央 ,「米四斗五升o」 「|   lo」
VT109 G■0 埋±2 横 「O米四半X」 「o『

~~¬
」

ⅣTl10 号遺 H‐8 埋±2 中 10□□□ 〔村力〕VJ 「O匠三三コV」

WTlll 号遺構 H‐8 埋 ± 3
V享保五年御年貢米

四半五升入J

「V名取北方□□〔富田力〕村庄助

WTl12 号遺構 H‐9 埋±2 (1720) (440)

。「
V□

□□□〔米四斗力〕Eコ J

「 名取 |      1重□

V         六右衛門

□□ 〔笠島力〕村 十月 」
WVT 3 遺 H■0 埋±2b (1740) 341 ,「御年貢米四半五升入 「ミやき田子村喜「

~
WT 4 サ遺格 H■ 1 (970) 米四斗五升 1名 取

WT 5 サ遺再 G■0 埋±2b (930) 「米四斗五× 「名取北方高柳X

WT H9 埋±2 (1530) 270 ,「御米四斗五升入日 「□□村 [三 ニコ
WT 7 Zサ遺格 H9 ■ 2 (930) 米四斗五升入 1凹口 〔名取力〕|  ¬

WT 8 2号還 穏 H‐7 埋 ± 3 (1330) ×貢米四半[三 ニコ」 ・EI¬ 」
WT H9 埋± 1 (1334) イ米四斗五升入「

~~¬
「佐 作々之匡コ

WT120 Z;遺構 11 1430 290 1御年□ 〔貢力〕米四半五升入 L_」 □□ 〔村茂力〕四郎
WT121 2号道穏 埋 ± 2 「米四半□ 〔五カ〕J 「岩沼村」
WT122 埋±3 (1250) ,米四斗五升入」 名取□ 〔富力〕 J

WT123 Zi遠構 H8 」二2 央 (1370) 「O米四半五升入 「o名取藤頻村□之丞
WT124 2サ遠樗 埋 ± 2b 270 「。米四十五升入 「o柳生村万平
WT125 〕号遺構 埋±2b 中央 ( 840) 45 「o御年貢米四□ 〔半力〕 「o享保五年□
WT126 〕号遺構 H7 里±3 (1260) 。米四斗五升入
WT127 2号遺構 埋± 2 「米四斗五升入 1名取三本□ 〔院力〕□

ⅣT128 2号遺構 許11 里±2 (600) 4■0
「御年貢X

享保六×

・「名取北方X

袋原X

ⅣT129 2号遺構 里± 2b 「米四半五升入」 1宮城郡□匠下
~¬

」 17
lllT130 2号遺構 H‐8 最下層 「「

~~
「米四十五升入 7

lllT131 2号遺構 里± 2b ■央 (750) 10米四斗 「o名取前田 7
汀T132 2号遺構 H10 塁± 2 (540 ×貢米四□ 〔斗力〕 ‖ 不丁X 7

AIT133 2号遺構 里± 2b
「享保四年御□籾

五斗入     」
「一迫長崎村又四郎」 17

汀T134 2号遺構 }10 里± 2b (1160) 280 「V□ 〔並力〕餅四斗[三 IV笠島村 17
lVT135 2号遺構 }10 里± 2b 中央 20■0 「oも ち米四半五升入J 「o名取下余田村人郎兵衛」 7
〃T136 2号遺構 里■ 2 )22-b 中央 970 oも ち粉」 7
肝T137 2号遺構 里± 1 横 255 「o引わり付餅四半五升□|

「⑥名取北方二木村兵七郎」 7

Ⅵ「T138 2号遺構 里±2 中央 1700 340
「o□□

□□ 〔もち力〕四斗五升入J

「o名取飯田村強四郎」 17

WT139 2号遺構 lユ 塁± 2 横 ・「御刺付もち四半五升o」 。「□□村三_~¬ o」

WT140 2号遺構 lユ 里±2 320
「御台所塩三斗入

子ノ九月」
「匡Iコ ロ 瞼力〕匡三:コ」

WT141 2号遺構 里±2 255 ・「御台所塩三斗入予ノ人月J |□□ 〔菅野力〕善四郎」

WT142 2号遺構 11 里± 2b 225
「御大所塩

三斗 [正三_ 」
「子ノ人月|      」

WT143 2号遺構 里± 2b 「御大所□〔塩力〕三斗入わたのは」 1子 ノ人月迄 流留村」
WT144 2号遺構 里± 2b 1570 255 ,「御大所塩三斗入渡波町」 「子ノ八月迄清右衛門J

WT145 3号遺構 里± 2b 1830 260 '御台所塩□半
「

~~¬
」 「□ 〔未力〕ノ六月 [三三   J

WT146 〕号遺構 里± 2b )51‐b 「御台所三半六升」 「□ 〔わ力〕

『

¬ 次右衛門」

WT147 B号遺構 埋±2 1280 310
「御台所塩匠三三コ

弐斗三升入J

WT148 を号遺構 H‐9 埋 土 ユ 「御台所□〔塩力〕三斗入匠コ」「|~_ |」
WT149 を号遺構 3■ 1 埋±2b ll 中央 1560 300 「O御台所塩三半入」

「o享保五年   沢田村

□月匡三三コ勘兵衛」
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(mm)

幅

(mm)

厚 さ

(mm)
記載事項 (表 ) 記載事項 (裏 ) 図 図 溺

汀T150 2号遺構 G‐10 埋±3 中央
J御大所塩三斗六升
人月九日迄    o」

。「流留村長次郎 o」

肝T151 2号遺構 G‐ 1ユ 埋±2b 247 `「御大所□〔塩力〕三斗E三 三ヨ
。「子ノ

□〔弐力〕月迄匠三ニヨ」

肝T152 2号遺構 H■ 0 埋±2
'「御大所塩三斗入
丑之五月匠三三コ」

「|      IJ

ⅣT153 2号遺構 H‐9 哩± 2 (1340) 270 1御情所塩 |
「

|

ⅣT154 を号遺構 Gl土 里± 2b (790) 「御大所塩三斗
「子ノ

|     |

ⅣT155 〕号遺構 H-10 里上 2b (1640)

1口口初流

御膳御塩三升入 □

□□□□□上一口□

「寅ノ

正月十五日

ⅣT156 〕号遺構 H‐9 里±2 999 (2640)
「次右衛門様 坂□ 〔本力〕彦四郎

薄□ 〔塩力〕四□ 〔キカ〕
ⅣT157 〕号遺樗 里±2 中央 320 「Vo但木土佐様 伊達安房」 '「 Vo蜆」
WT158 〕号遺構 里±2 11 中 央 「o菱喰一 茂庭筑後J

WT159 〕号遺構 里± 2 11 中央 o玉造郡松尾梨子入」
ⅣT160 ι号遺構 塁±2b 中央 280 「o小成田村雑子J

WT161 〕号遺構 里± 2b ll‐ c 200 「弐斗三井 「□ 〔茶力〕
「

~~¬

ⅣT162 と号遺構 里± 2 11‐ c '大豆五斗入」 ,「名取上余田村源之助J

ⅣT163 〕号遺構 里±3 (5■ 3) (1250)

ま

＞
こ

た

う

□

(マ マ)入

WT164 B号遺構 里± 2b 204 ・「□ 〔酒力〕
「

~~¬
」 | |___   |」

ⅣT165 2号還橋 里±2 ll 240 「御用竹ノ子弐拾五本入J 2
WT166 〕号遺構 里± 2 11 中央 244 O御用 竹ノ子弐拾五本入」 2
WT167 B号遺構 里± 2b ll 中央 「o御用竹子弐拾本入玉造郡」 2
WT168 B号遺構 里±2b 11 申央 290 「o御用竹子弐拾本入玉造郡」 2

WT169 2号遺構 里± 2 (2020)
八兵衛□

JL(マ マ)生郡深谷前谷地村
(全面黒塗り)

WT170 2号遺構 里±2 11 中央 「O竹之子五寸廻弐拾五本 深谷」

WT171 と号遺構 里± 2 「御|     」
「牡鹿湊□〔郡力〕弥五右衛円□□〔番事力〕

勘匡 コ 」

WT172 2号遺構 H10 里±2 (1420) 340
「匠三三コ
|       |四升□」

'「 名取袋原村

十一月十五日清□ 〔助力〕」
40

WT173 2号遺構 塁±2 270
'「享保 [三三コ
|          |」

「|   |」 40

WT174 を号遺構 里±2b
「こ□ 〔は力〕り

子ノ人月迄」
・「沢村仁左衛門」

WT175 2号遺構 里± 2b 225 43
「匡 コ

匡三三コみロリ」
「子ノ七月□ 〔七カ〕日」 40

WT176 B号遺構 H-9 里± 1 272 「匡 ¬ 」 L_」  」
WT177 を号遺構 11 里± 2b 「匡 コ 」 EI¬ □鋤力〕

『

¬ 」
WT178 2号遺構 里±2 中 央 JoL__J□ □ 〔九斗力〕」 イo『 ¬ J

WT179 〕号遺構 里±2 240 「匡 ¬ 」 L_」  」
WT180 を号遺穏 里±2 230 。「久□郎」 「

_      |」

WT181 と号遺構 里± 2b 1国 〔寅力〕ノ七年

四月八日」

「 匡 コ
|       |」

ⅣT182 と号遺構 里±2 11-c 中央 1765 「O匡 コ  」 '「 Ot~~  |」
WT183 2号遺構 里±2 L___J 」 「 |      |」
WT184 3号遺構 里±2 230 「四月

「
¬ 」

ⅣT185 〕号遺構 里± 2b 235 □孫作」
WT186 B号遺構 里±3 1国六斗□ 〔五カ〕升入」 「

『

¬ 」

WT187 〕号遺構 里±2 (1450) 290
'□岡□ 〔田力〕村

匠三三三三]伝七」
匡 コ 」

ⅣT188 〕号遺構 里±2 1210 御大所 |     」
ⅣT189 〕号遺構 里土 l (1300) `「 L   I」 JI   I」
ⅣT190 B号遺構 里±2 (170) 「□□□右街門J '「 |~  |」
ⅣT191 〕号遺構 里±3 中 央 O名取□□ 〔増田力〕村「

~~¬
J

ⅣT192 〕号遺構 里± 2b 中央 ( 200) イo気仙沼」 「OI  I」
ⅣT193 〕号遺構 里±2 270

「|   |
□月十一日□〔六カ〕「

~~¬
 」

。「|         |」 44



表15 武家屋敷地区第 7地点出土木簡観察表 (5)
Tab.15 Notes on wooden tablets from BK7(5)

登録

番号
遺構名 区 層位 型式

さ

ｍ

長

くｍ

幅

ｍｍ

厚さ

(mm)
記載事項 (表) 記載事項 (裏 ) 図 図版

WT194 2号遺構 H10 埋±2 l狙0 筆甫村」
WT195 2号遺構 H‐ 10 里± 2 (1640) 270 「

「

~~¬
原三
「

~~¬
J IL倒 」

ⅣT196 2号遺構 H10 埋±21 中央 「o□ 〔名力〕Eヨ 村覚右衛門」
「o享□□ 〔保四カ〕

|      |      」
VT197 2号遺構 H8 埋±2 「

「

~¬
十二年五月J IL」 」 も

VT198 2号遺構 遷[」二2b 中央 1390 。L」 □ 駅力〕匠 コ 」「ol     l」
VT199 2号遺樗 H‐ 10 埋±2b (1350) 「名取

「

~~¬
与左衛門

hrT200 2号遺構 Hつ 埋±3 。「名取大I     J ||   |」
ⅣT201 2号遺構 H10 里± 2 中央 1020 「o名取

「

~~¬
村口 「o七月七日」

VT202 2号遺構 G‐ 10 坦±2 中央 220 「OI~  」 「ol     J

VT203 2号遺構 H10 とと」L2b 235 ・「御匡 三]」
'1下

|           |」
46

肝T204 !号遺樗 G10 里■2b 中央 220 O名取北目村□□郎」
肝T205 〕号遺構 H10 埋±2b 1445 225 ・「御座□ 四月五日」 1名 4t珊I冨 沢イ丁J

肝T206 歩号遺構 C卜 10 埋±2b (270) 「柴田□ 〔郡力〕
肝T207 〕サ遺橋 G10 哩■2b 43 1大□ 〔所力〕匠正三コ 」 。「

『

¬ 」
汀T208 ケ号遺構 ∈10 埋±2b 陵 1360 ■9 「O匡 コ 」 10名 取L_」  村L_」  」
汀T209 ケ号遺構 哩±2b 蹟 1740 「。| コ 」 「o□五郎|     」
肝T210 J号遺構 Iつ 里± 1 三斗入九月二」 '「□□彦左衛門」 47
汀T211 と号遺構 Iお 里■2 。「御使ノ善四郎 .「卯ノ人月迄
汀T212 〕号遺構 里± 2b (1220) 「△ (マ マ )

ⅣT213 J号遺構 里± 2 (1700) (388) X弐□之内下伊沢」
ⅣT214 J号遺樗 里±2 (7■0) 「享保五年十月 「

「

¬
ⅣT215 〕号遺構 里±2 (645) ・□崎清左衛門」 常崎□□□□ 〔清左衛F弓 力〕」
ⅣT216 〕号遺構 塁± 2b 中央 (1870) Oけせん□ 〔朝力〕□
ⅣT217 〕号遺橋 里± 2b 中央 (1530) 「OE三三 「o 「

~~

ⅣT218 B号遺構 里± 2b 陵 (1370) ,「 o享保五子ノ四月 「o江刺□ 〔鴨力〕沢村十内 48
ⅣT219 〕号遺構 塁± 2b 2050 いぬ年□□ 〔二月力〕「

~¬
48

肝T220 〕号遺襦 里±2 022-b 中央 o御獲」
ⅣT221 」号遺構 里上 1 中 央 670 O御獲J

ⅣT222 ,号遺構 塁± 2 中 央 670 O御□ 〔獲力〕」
rlTT223 B号遺構 里±2 中央 670 o御回」
肝T224 と号遺構 ユ11 里±2 322-b →央 o矢野左近J

ⅣT225 2号遺構 H‐ 10 里土 l 中 央 665 185 40 O□□〔矢野力〕左近」 49
ⅣT226 B号遺構 H‐ 10 里±2 中央 「o□□□ 〔樽横力〕川」 「。匡三三コ ロ兵衛」
WT227 を号遺構 里±1 中央 o小嶋□ 〔道力〕五郎J 49
ⅣT228 2号遺構 里± 2 中 央 「。□□〔早力〕籠」 「o□□□」 49
ⅣT229 2号遺構 卜10 里±2 )2参b 中央 「OE三 三コ」 「o丑ノ十八年」
WT230 B号遺構 H‐ 10 里±2 中央 OI 27
ⅣT23ユ 2号遺構 H‐ 10 里± 2 中央 265 「o御回や国 |

「o御□や」
ⅣT232 2号遺構 E10 里±2 '「吉田仁蔵」 。「仁蔵」
WT233 2号遺構 H‐7 里±3 申央 「o岩切」 「。L__J」
WT234 2号遺構 }10 里± 2 )2歩b 中央 750 「o円真寺流」 「o御醤油」
WT235 2号遺構 Eつ 里±2 )2歩b 中央 「o赤味噌」 「o三 ノロ」
WT236 2号遺構 Hつ 塁±3 申央 「o米蔵

「
¬

WT237 2号遺構 H‐ 10 里± 2 中 央 「o諸白赤味噌」 .「 o『 ¬ 」
WT238 2号遺穏 H‐ 10 星±2 )22-b 中央 「o御□□布」 「ol  lJ
WT239 2号遺構 3‐ 10 里±2b 11 申央 「o木付寿程 (焼印)J 「O木村寿程 (焼印)」

WT240 2号遺構 H‐ 10 里± 2 11 280 `Ш部屋口 〔鐙力〕」 「御□□ 〔茶挽力〕部屋□ 〔盗力〕」
WT241 2号遺樗 H‐ 10 埋±2b ll 200 「o吉浜早篭o」 「O石 田三太夫o」

WT242 み号遺構 H‐ 10 里土ユ 11 中央 「o吉浜早篭」 「O石田三大夫」 27
WT243 2号遺構 H‐9 塁± 2 11‐ c 中央 |。 吉浜被□ 〔鮭力〕」 。「o石 田三太夫」
WT24 2号遺穏 H‐9 埋±3 横 竜(867: 短 505 1■6 「O(ママ)」 「ol       l」
WT245 〕号遺構 里±2b 陵 840 墨書不明 塁書不明

WT246 2号遺構 里± 2と 陵 |。 い」 「oい」
WT247 2号遺構 埋±2 横 660 「o□」

WT248 〕号遺構 里±2b 横 570
「o三之

内 」
「o松」

WT249 〕号遺穏 埋±2 横 420 410 「oろ」 「oろ」
WT250 2号遺構 里±2b 陵 640 106 「Oに J 「oに」
WT251 〕号遺構 H‐ 10 里± 2 )22-b 横 垂書不明 墨書不明

WT252 2号遺構 H‐8 最下層 中央 640
「o(鳥の絵)屋□

(焼印)

「o深谷上下堤

|        |」



表16 武家屋敷地区第 7地点出土木簡観察表 (6)
Tab.16 Notes on wOOden tablets from BK7(6)

録

号

登

番
遺構名 区 層位 型式

さ

ｍ

長

くｍ

幅

ｍｍ

さ

ｍ

厚

＜ｍ
記載事項 (表 ) 記載事項 (裏 ) 図 図肪

肝T253 2号遺構 埋±2 中央 (310) 「o(焼印)」 O□ 〔下力〕信濃ヤロ 〔野力〕J

llIT254 2号遺構 里±2 中央 (370) 「o(焼印)」

Oや □□

善助」
ⅣT255 〕号還樗 埋±2b 中央 OI      I」 「o(焼印)J

lh T256 〕号遺構 里±2 中央 (1750) (480)
「o仙墓大所□

□□□ 〔六十四カ〕」
「o武右衛門J

ⅣT257 〕号遺構 里±2 中央 O仙墓 小嶋重次郎」
ⅣT258 〕号遺構 里±2 中央 「o仙墓 荷物J

llrT259 と号遺構 里± 2b 1370 260
・「遠田御荷物

【［
,「□儀□□□ [三三コ 」

ⅣT260 〕号遺構 里±2 中央 650 「o仙墓荷物J

1 跡部新之丞殿  皆川与平次

o高橋源助殿

□□彦六郎殿  加藤平助 」
ⅣT26ユ 〕号遺襦 埋±2b 中央 2720 「o仙蔓勝手□□ 〔長松力〕J

ⅣT262 〕号遺構 H■ 0 里±2 中央 630
イ。匡 コ
□ 〔気力〕せん□ 御台所御用」

「o沼田□ 〔権力〕

遠藤□左衛門殿

左衛門殿

」
ⅣT263 〕号遺橋 H‐ 10 埋±2 中央 2720 「O「

~~¬
」 'O畠中□ 二瓶覚之丞」

ⅣT264 〕号遺構 H10 里±2b 中央 イo二瓶覚之丞」 「O匡 コ 」
WT265 〕号遺構 H10 里± 2 中央 1420 10□ 〔御力〕L二 三コ」 「o「

~~¬
J

ⅣT266 〕号遺橋 埋±2b ■央 (1190) 「O夕E君様 '01
ⅣT267 〕号遺橋 H‐ 10 里±2b 中央 (10■ 5) l13 o□ 〔白力〕□
WT268 J号遺構 里±2b 1550 620 「匡 コ 」 「

『

¬ 」
ⅣT269 〕サ遺構 埋±2b (940) (280) 匠三 τ¬ 」 ・□御□ 〔試力〕J

WT270 〕号遺構 里±2b (946) (400) '「 匡 コ 」
||   |
□谷順与J

ⅣT271 〕号遺構 埋±2b 1493

「享保六年

匡 コ  ロロ 〔三百力〕
七月廿六日」

・「    様

匡 コ
喜三郎」

肝T272 〕号遺構 H‐9 埋±2 (450)
「十二村新入郎

高梨善兵衛 」
「□□□」

ⅣT273 〕号遺構 埋±3

大□〔儀力〕二日□ぬ人口と匠
ミ長    ＼ゞ

五前

ミミ

甲□ 〔吉力〕」

ⅣT274 〕号遺構 H‐ 10 里■2 中央 895 l■ 2 「O□□□□朗」

1 回□凹J

o松原□□郎

合川 」

ⅣT275 〕号遺構 埋±2b 1290 (610)

匡 コ
六匠 コ
瓜漬七十切入

□ 〔千力〕久左□□ 〔衛門力〕

御上大所御用        」

ⅣT276 〕号遺構 埋±2b 中央 (997)
o丸小瓜□ 〔漬力〕

□ 〔名力〕□J

ⅣT277 〕号遺構 埋±2b 1央 625

'「 享保六年      三平
o瓜漬千六百四拾切  脇御用

七月       平□ 〔人力〕J

「匡三ニコ拾六樽内  □□入
O         七十入」

lhrT278 〕号遺構 H‐ 10 埋±2b 1640 6■0 御用茄子漬三千□

ⅣT279 〕号遺構 埋±2
瓜漬七拾切入

□□月匠ヨ日」
ⅣT280 〕号遺構 H‐9 里±2 中央 1280 10御表漬瓜□ 〔樽力〕」 「o白石流 (ママ)瓜 J

肝T281 〕号遺構 埋±2b
享保七年

御漬   せんまい武百抱入

二月十七日        」

「 三平

平八」

汀T282 2号遺構 里±2b 1370

いノ     ロ 〔持力〕人
六月十一日

白石様 〔流力〕瓜人拾切入

御□□□

□付方        」
肝T283 2号遺構 里± 2 中央 1870 |。 けせん漬物」 ,「 o『 ¬ J
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録

号

登

香
遺構名 区 層位 型式
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(mm) (mm)

厚 さ

(mm)
記載事項 (表 ) 記載事項 (裏 ) 図 図版

WT284 2号遺構
瓜漬六拾五切入

□□若様 平八

御用  J

WT285 2号遺構 ±2b (470)

千五郎様御用  権左衛門

|      |
□□ 〔大根力〕漬百弐拾本入」

ⅣT286 2号遺構 J二2 830

「丑ノ

壬七月五日 □□ 〔加賀力〕粕
瓜漬七拾切入

□□□         三平
匠コ ロ 〔分力〕  平入」

ⅣT287 2号遺構 ■2b 12
御台所御用

瓜漬□拾□切入

六平

J

ⅣT288 2号遺構 ±2b L」
瓜漬七拾」

ⅣT289 2号遺構 H9 」二2

「 丑ノ

壬七月五日

瓜付七拾切入

□□〔三歩力〕なり

人

平

平

〓
一

肝T290 2号遺構 H‐9 埋±2 1390
関七月五日

瓜漬三拾切入」
lV r291 2号遺 襦 H‐10 ±2b 226 「瓜付拾切入」

肝T292 号遺構 11 埋±2

1享保□□〔四子力〕

関七月

瓜漬六拾五切入

□八」

「匡 コ 」

VT293 号遺構 埋±2b 1290 (295) 瓜漬四拾切入」
VT294 号遺樗 11 ±2b 1230 「瓜漬六拾切入」 イなはなふ (マ マ)や十右衛門」

ⅣT295 号遺構 埋±2b 000 1340
1享保七年

瓜漬六拾五切入」
。「粕□別 [三 三]」

WT296 号遺構 埋±2b

「□□や□也

平人

ビ   |   」
WT297 2号道樗 埋±2b (1354) 瓜付七拾切入J

WT298 2号遺構 H9 埋±2 1280
三平

匠コ 」

WT299 2号遺構 埋±2b 1630
享保六年    三平

六月十□ 〔九カ〕日」
WT300 Zi道 格 ±2b 「御上台

「

~~¬
」 ,「九月十六日」

WT301 2号遺襦 埋±2b 1665 「□□□〔丑村力〕二郎」 「与四郎」

WT302 2号竜構 E10 ±2b 1432
「       権之丞
かす□らや      」

「大匡三ニコ
十月十

「
¬ 」

肝T303 2号遺襦 埋±2b (250) 「 三平」 「七月四日」

ⅣT304 2号遺構 ±2b 1190 (300)
L」
千五や (ママ) 御用」

ⅣT305 2号道 構 ■ 2 □□〔御天力〕Eコ ロ〔天力〕」
汀T306 ±2b 1享保六年」 | |      |」

llTT307 号遺構 ±2b 匠 コ 様

匡三三]□ 〔分力〕三平J

WT308 号遺構 ±2b 1400 (350)

辛□ 〔丑力〕

享保六年分

十月十三日  柏□ 〔色力〕や」

WT309 号遺構 ±2b 1370 (280)
三平

御上大所御用 」

WT310 号遺構 H9 ± 2
「享保六年

匡 _|
「匡 コ

WT311 ,遺構 哩J三 2b (l180) 「□□□□〔粕魚御用力〕Eコ 」「|  |」
WT312 2号遺構 里±2b (1120) (350)

「匡 コ
享保五年□□」

WT313 Z●這構 b 270 「享保七年」 「へいはらJ

WT314 2号遺構 里±2b (200) 「□□様御用J

WT315 2号遺橋 埋±2b (230) 七月十日J ・三□ 〔名力〕_

WT316 2号遺構 里±2b 270 「享保六年「
~~¬

J



表18 武家屋敷地区第 7地点出土木簡観察表
Tab 18 Notes on wooden tablets tom BK7

①
③

録

号

登

番
遺構名 区 層位 型式

さ

ｍ

長

ぐｍ

幅

(mm)

さ

ｍ

厚

くｍ
記載事項 (表 ) 記載事項 (裏 ) 図 図版

lllT317 〕号遺構 埋±2b (1340) 1関 九月拾 「

『

¬
lVT318 〕号遺構 里±2b や央 o志本可ま
ⅣT319 〕号遺構 埋 土 ユ (800) □□□□ 御用荷入力〕
ⅣT320 〕号遺構 埋±2b (570) 文様のママ

WT321 〕号遺構 H10 里±2b 520 280 文様のママ

WT322 〕号遺構 里± 2b 390
「□□ 〔五郎力〕

□□□ 〔四斗入力〕」
WT323 2号遺構 H8 里±2 墨書不明
WT324 2号遺構 H10 里± 2b 290 「ロノ子」
WT325 2号遺将 里± 2b 口口 〔一切力〕」
WT326 2号遺構 H9 里土 ||  ~ 米四半

『

~~¬
」「|   |」

WT327 2号遺構 H8 里± 2 )1 1400 。「□ 〔米カ J | |       |」
WT328 〕号遺構 研 10 里±2 )1 940 「匠正三 〔米四斗五升入リカ〕「□〔次力)合十□」
WT329 3号遺構 H‐10 里± 2b 黄 「⑤□□□□ 〔四斗五升力〕」 「ol   lJ
WT330 2号遺構 里± 2 中央 「o御

「
米四斗五升入 |。 L」 」

WT331 2号遺構 里± 2 黄 2275 o御米四半五升入」
WT332 2号遺構 }10 里± 2b (1320) 御米四斗 | イ名取|~~  |□□ 〔助人力〕
WT333 2号遺構 里±2 浜 (868) 「o米四半 「O□ 〔田力〕口
WT334 2号遺構 里± 2 600 (200) 。「御米四斗 |□□ 〔名取力〕□□
WT335 2号遺構 11 里±2 (510) 米 四 .「熊野
VヽT336 2号遺構 11 塁±2 ( 850) 「御年□ 〔貢力〕 「匡 コ
WT337 2号遺構 埋 ± 2b (700) ,米 匡 コ '富沢村

ⅣT338 2号遺構 埋±2 (440) 250 米 ×

肝T339 2号遺構 里±2b 中 央 (690) 「O米四半□ 〔五カ〕 「o富田X

肝T340 2号遺構
H9

土

土

埋

埋
(900) (200) ・四斗五 × ・□□村 [正 三コ

汀T341 2号遺構 H‐9 埋±3 (421) 54 「□ 〔米力〕四斗X 「名□〔取力〕×

肝T342 2号遺構 H‐9 埋±2 (390) (265)
・御年□

匠コ
・□□

肝T343 2号遺構 里±2 ( 590) ・×□□□ 〔半五升力〕 ・□□村X 7

肝T344 2号遺構 送巳■ 2b (550) X四斗五升× X不丁1 阪 R脩

lllT345 2号遺構 H7 埋±3 (840) ・米四 × ・

『

¬ 村
汀T346 2号遺構 H‐ 10 埋±2 (960) ]〔米力〕

「
¬ 7

ⅣT347 2号遺構 H7 里± 3 (600) ・餅四半 7

ⅣT348 2号遺構 埋±2b (370) 塩引□ 7

WT349 2号遺構 H‐9 埋±2 (795) 「|~~  |□ 憐力〕 。「匡 コ 7

ⅣT350 2号遺構 哩±2b 1210 「三斗入□ 〔弥力〕E三 コ」 七月□」

WT351 Z号遺構 埋±2b (280) 「名取匡
=三

コ 」
'「四月匠三二三

=コ|        |」
WT352 :号遺構 H7 哩土 l 1400 150

WT353 〕号遺構 H9 埋± 1 中央 曇書不明

WT354 2号遺構 H‐9 埋±2 1330 「|   IJ 「|   |」
WT355 2号遺構 哩± 2 1490 「匡 コ 」 | |      |」

WT356 2号遺構 酔10 理±2 中央 O□」
WT357 2号遺構 H‐9 lF_± 2 「|   |」 「|   |」
WT358 2号遺構 H9 里± 2 91 中央 1440 「O匡 コ 」 「OI  I」
WT359 2号遺構 H‐8 里±2 11 中央 墨書不明

WT360 2号遺構 H10 里±2 中央 「ol   l」 「O匡 コ J

WT36] 2号遺構 H10 里±2 墨書不明
WT362 2号遺構 H‐ 10 里± 2b 〕1 」

WT363 2号遺構 H10 塁± 2b 中央 1580 墨書不明
WT364 2号遺構 H ll 里± 2b 31 中央 墨書不明
WT365 3号遺構 H-10 里±2b 240

| コ J
,「□□J

WT366 〕号遺構 G10 里± 2b ■央 「ol   lJ 「O匡  |」
WT367 2号遺将 H10 里± 2b 230 「匡 コ 」 「|~ |」
WT368 Z号遺構 H‐ 11 里±2b 1520 ||   ~ コ 」 「|  |」
WT369 2号遺構 H10 里± 2 91 中央 43 「o□」
WT370 3号遺構 G‐ 10 里± 2b )1 中央 「O匡 コ 」 「O十三  十」 74

WT371 Z号遺構 G10 里±2b 2100 墨書不明

Ⅵ「T372 2号遺構 H10 里± 2b )1 中央 墨書不明
ⅣT373 2号遺構 H‐8 最下層 ■央 1770 OI  I」 74

VT374 Z号遺構 里±2 1445 「十二月十一日善四郎」 「|~ |」
ⅣT375 2号遺構 里±2 240 「子ノ|      IJ
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録

号

登

番
遺構名 区 層 位 型式

長 さ

(mm)

幅

ｍｍ
'早

ё

(mm)
記載事項 (表 ) 記載事項 (裏 ) 図 図版

肝T376 ツサ這構 と 「

『

¬ J

汀T377 2号這樗 埋±2 279 | |      |」 ¬ 」
肝T378 一還 中 央 328 「o[   IJ 「ol   lJ
汀T379 2●遺構 中央 260 墨書不明
ⅣT380 2サ遺樗 埋±2 中央 1590 229 「O匡 コ 」 10  ¬ 」
WT381 埋±2 |___    |」 「

『

 |」 75
WVT382 Z●道構 11 ■ 2 陵 1550 「O匡 コ 」 「O匡 コ 」
WT383 2号道 穏 埋 ± 2 陵 「O匠三 三コ 入」 「O匡 コ 」
WT384 2 ±2b 中 央 「ol~ |」 「O EI  」
WT385 還 」二2 中央 220 墨書不明
WT386 2号遠再 J二2 ■央 墨書不明 墨書不明
WT387 2号遺 ±2b 中央 43 .     1玉□

|

WT388 還 ±2b 「|  |」 「|  |」
WT389 Z号 遠格 H10 ±2b ―b ■央 「O匠三 ニコ 入」 「O匡 コ 」
WT390 2号還 H10 ±2b ■央 290 10 _日 「o十

~_ |」

WT391 還 ±2b 中央 「O匡 コ 」 「O匡 コ 」
WT392 2サ這構 H-10 」二2b 「匡 コ 」 「匡 コ 」
WT393 2号遺穏 H10 ±2b 240 醤書不明 墨書不明
WT394 H8 ±3 「名取

『

~~¬
J 「|   IJ

WT395 Z号遺構 ±2b 黄 「o□」
WT396 2号遺 穏 H‐8 ± 3 墨書不明

WT397 H8 ±3 l 墨書不明
ⅣT398 Z,這構 H‐7 ± 3 l 墨書不明
ⅣT399 2号遺樗 H‐8 埋±3 lb 中央 「O匡 コ 」

ⅣT400 2号遺構 H‐ 11 埋±2b 1
「 [三 コ

匡 コ 村勝之」
'「□□四月」

ⅣT401 2号遺 樗 H‐7 埋±3 (1080) 220 LJ L ____J」
lllT402 〕号遺構 H9 埋±2 (1000) L U
lVT403 2号遺構 里±2b (1300) 墨書不明
肝T404 2号遺構 埋土 ] (730) ×□ 〔屋力〕入之助」 L ___] 」
肝T405 2号遺樗 埋土 l (500) 享保×

肝T406 2号遺構 H-9 里±2 (530) 。□右衛門J ・□入」
肝T407 2号遺構 H‐ 10 埋±2 (1760) 1名取□ 〔九カ〕月

『

|十回国国 TNl

VT408 2号遺構 H‐ 10 里±2 「年七月□ 〔七カ〕」 □噛VT409 2号遺構 H9 塁±2 (822) 205
「匡 コ
六月五日

VT410 2号遺構 里±2 (440) 「夜□
WT411 2号遺構 里± 2b ( 945) IL__J三 半□ 〔六カ〕 IL
WT 2 とサ遺構 里± 2b (740) (200) 「四斗□ 〔三カ〕升
WT413 2号遺構 H9 埋±3 (429) '「御□ 「□〔名力〕□
WT414 〕号遺構 H‐9 哩±2 (540) 220 □□
WT415 2号遺構 H9 坦±3 ( 「名取北方種次
WT416 2号遺構 H9 哩± 2 (960 。「

『

¬ J 「匡 コ 」
WT417 2号遺構 H‐ 9 哩±2 D19-b |□ □」 |I J」
WT418 2号遺構 H9 坦±2 中央 (590) 10 1 「o□□
ⅣT419 2号遺構 埋±2 (860) (230) □□□□J □〔筋力〕J
lVT420 2号遺構 11 埋±2 ( 490) I L倒 I L倒
汀T421 2号遺構 里±2 中央 (1126) コ

コ
匡
匡肝T422 2号遺構 埋±2 中央 (9■0) 。 L_倒

ATT423 2号遺樗 里±2 中 央 (1400 「O匡 コ 」 「ol   lJ
ⅣT424 2号遺構 里±2 「「

~~
「

『

¬
WT425 2号遺構 里±2 200 豊書不明 墨書不明
WT426 2号遺構 里±2 660

~匡

コ

WT427 2号遺構 11 里±2と (400) 「匡ヨ ,「□
WT428 2号遺構 里±2b 日  _」 十 ~_  」
WT429 2号遺構 里±2 252 「

『

¬
WT430 3号遺構 }10 里±2b (1050) 匡 正三]J 。L倒 」
WT43] 2号遺構 H7 里±3 (820) (読解不可) (読解不可)

WT432 2号遺構 里±3 17 「|  IJ 「|  IJ
WT433 B号遺構 里±3 (型 1) 「□ 「□
WT434 2号遺構 里± 2

| |   _ ||~~正三コ



表20 武家屋敷地区第 7地点出土木簡観察表 (10)
Tab 20 Notes on wooden tablets lom BK7(Ю )

録

号

登

番
遺構名 区 層位 型式

長 さ

(mm)

中H

(mm) '早

e

(mm)
記載事項 (表 ) 記載事項 (裏 ) 図 図版

肝T435 2号遺 構 11 里± 1 。「|   IJ
肝T436 2号遺構 H7 埋±3 (1030) コ
lVT437 2号遺構 H8 最下層 (890) ,「

|

肝T438 2号遺構 H9 里± 2 (570) (340) □ 〔村力〕
ⅣT439 2号遺構 H‐8 最下層 (670) 匠三コ 倒

ⅣT440 2号遺構 H‐ 10 埋±2 ( 800) J不丁X

ⅣT441 2号遺構 11 埋±2 (560) (280) 文太郎
ⅣT442 2号遺構 H■0 埋 ± 2 (577) (269) ■7 四十七X

WT443 2号遺構 埋±2 (1470) 1子 ノ四月五日J 「匡 ¬ 」

WT444 B号遺構 H‐ 10 坦±2 (1522) ］げ ］［WT445 2号遺構 埋±2 (1500)

WT446 2号遺構 G‐10 埋±2

WT447 2号遺構 H‐ 10 哩± 2 (780) '「

「

~

WT48 Z号遺構 H9 埋±3 (490) (250) ×五升 X村人作

WT449 3号遺構 H9 埋±2 (450) 清助 X入

WT450 Z号遺構 Gll 里± 2b (228) イ

『

¬ 」 「匡 コ 」
VT451 2号遺樗 里±3 1570 275 。「|   IJ ||       |」

VT452 2号遺構 里±2 (1367) 321 ]」

VT453 2号遺構 塁± 2b (835) 260 コ
VT454 2号遺構 里±2 032 「V□ J

�
′
r455 2号遺構 H7 里±3 (550) 230 |_倒 」 X半

「

¬ 」
肝T456 2号遺構 Hlユ 里± 2L ( 342) (322) 「名取 ,「□
肝T457 2号遺橋 埋±2b (350) ,升□ 〔九カ〕 □

肝T458 2号遺構 H10 里± 1 中央 750 250 豊書不明 墨書不明
肝T459 2号遺構 里土 ユ 中央 墨書不明 墨書不明
肝T460 〕号遺橋 埋±1 )22-b ■央 660 墨書不明 塁書不明

lVT461 ケ号遺構 H■ 0 里±2 )22‐ b 中央 。「OI   I」
肝T462 〕号遺構 里± 2 ■央 675 墨書不明
ⅣT463 J号遺穏 埋±2 )22-b 中央 「o□□」
ⅣT464 〕号遺構 H10 埋上2 )22‐b 中央 O□」
lVT465 〕号遺構 H9 埋±2 )22-b 中央 o□」
WT466 J号遺構 埋±2 中央 660 墨書不明 ∃書不明

ⅣT467 2号遺構 H‐8 埋±2 中央 「O□」 ,「 o□」
WT468 B号遺構 哩±2 )22‐ b 中 央 。「o「

~~   
」 「O匡 コ 」

WT469 」号遺構 里±2 中央 755 「O匡 コ 」 101     」
WT470 2号遺構 里±2 中央 邑書不明

WT47] 2号遺構 里± 2 墨書不明
WT472 2号遺構 里± 2b 935 「匡 コ J ||  IJ
WT473 2号遺構 里±2 中央 「O□□□川J

,「 ol   l」
WTT4 〕号遺構 11 里± 2 (730) ( 90) 13 「|   |」 ,「 |~ |」
WT475 2号遺構 里±2 220 「□」
WT476 2号遺構 里±2 中央 竪書不明

WT477 2号遺構 里± 2 (2110) X I       I」

WT478 2号遺樗 11 里± 1 中央 「O匡 コ 」
WT479 Z号遺構 里±2 )] 1央 '「 OI   I」 イol   l」

覇「T480 2号遺構 望± 2
「匡 コ

E三三三二三二]」
「匠三三二]」

M「 T481 2号遺構 望±2 中央 '「 OI     」 「o「
~~   

」

WT482 2号遺構 E8 埋±2
央

所

中

笥
2750 豊書不明

WT483 2号遺構 H■ 0 里± 2b 650 」 「 」

WT484 2号遺構 里± 2L 500

『

~~~]」

WT485 2号遺構 埋±2 中央 「O匡 コ 」 ・「OI     J

WT486 2号遺構 H9 里±2 ( 724) 匠 コ
「匡 コ

匡 コ
ⅣT487 2号遺構 H9 埋±2 (250) あ□□」
AIT488 2号遺構 里±2 (1344) (675) 四月

肝T489 2号遺構 埋±2L (570) |        |」

汀T490 2号遺構 H10 埋±2b ll IШ 弧力〕L__」 J ||  |」
汀T491 2号遺構 H ll 里±2 727 早4栄

肝T492 2号遺構 H‐9 埋 ± 2 (728) コ荷入」



表21 武家屋敷地区第 7地点出土木簡観察表 11)
Tab.21 Notes on wooden tablets from BK7 11D

録

号

登

香
遺構名 区 層位 型式

さ

ｍ

長

くｍ

幅

ｍｍ

さ

ｍ

厚

くｍ
記載事項 (表 ) 記載事項 (裏 ) 図 図 版

肝T493 2号遺構 H8 理±2 (760) ・「享保×
肝T494 2号遺構 G‐ 10 連±2b (875) (295) |   IJ |~ |」
汗T495 2号遺構 H‐9 理±2

「
[三三三二]六□

□匡三¬
肝T496 2号遺構 G ll 埋±2b 「|~ |」
肝T497 2号遺構 G‐±0 里±2L (1004) (272) 「|~
肝T498 2号遺構 G‐ 10 里± 2b □ロヤロロロ」

肝T499 2号遺構 G10 里± 2b (1330) (320)
「|   |

□月二日

肝T500 2号遺構 Gl] 里±2 (960)
|  ~¬ □ 〔台力〕

取
lhrT501 2号遺構 里±2 (850) 「

|

ⅣT502 2号遺構 里± 2b ¬ J 「匡 コ J

ⅣT503 2号遺樗 里± 2b |   |」 .  |」
lhIT504 2号遺構 II-8 里±2 (1440) (275) tl ,「

|

lllT505 2号遺構 里± 2 豊書不明 墨書不明
ⅣT506 2号遺構 }10 塁± 2b

ⅣT507 2号遺構 里±2 (1000) (407) 噛］ⅣT508 2サ遺構 里±2 (860) 13 コ
ⅣT509 2号遺構 }10 里± 2b (71) 「[三三三二三二]」 。「L  I」
ⅣT510 2号遺構 里±2 (870)
ⅣT511 2サ遺構 里±2 (420) 'L
ⅣT512 2号遺構 里±2 ll 「□□」
ⅣT513 2号遺構 里± 2 (450)

|

ⅣT514 Bサ遺構 里±2 (109o) コ
ⅣT515 〕号遺構 里±2 (1150) 13 「

|

ⅣT516 2号遺構 里± 2と
|」

ⅣT517 2号遺構 里± 2b (930) コ
ⅣT518 2号遺構 里± 2b (950) (380) コ
ⅣT519 2号遺構 里■2と (561) (120)

ⅣT520 2号遺構 里± 2b (648) ll |~_ |」 |  |」
ⅣT521 2号遺構 里± 2b ( 880) 13 三   十
ⅣT522 2号遺構 塁± 2も 580 |」

ⅣT523 2号遺構 塁± 3 (1017) ||  _ 「□
ⅣT524 2号遺構 里±3 ( 809) □□

ⅣT525 2号遺構 里± 2b (350) (190) 平」

ⅣT526 2号遺構 里± 2b (480) 亭 □ゝ

ⅣT527 2号遺構 里± 2b (700) □□国lVT528 2号遺構 里± 2b (350) 「□

ⅣT529 2号遺構 里± 2 (620) 437 「|
ⅣT530 2号遺構 里±2 (540 '□□
lVT531 2号遺構 Gll 里±2 ( 470) 「|   |
ⅣT532 2号遺構 里±2 (340) 口 □

llIT533 2号遺構 H7 里±3 (530) コ
A/T534 2号遺構 H7 里±3 ( 880) (読解不可)

肝T535 2号遺構 G‐ 10 里±2 (700) 口口J □」
llTT536 2号遺構 G ll 里±2 (590) '  L

汗T537 2号遺構 G‐ 10 里± 2b 11 「匡 コ 」 '「 |   |」
肝T538 2号遺構 H‐9 哩± 2 (904) ll |

肝T539 2号遺構 G10 哩±2 (750) コ
lVT540 2号遺構 GH 坦±2 (360) □ .□

lV 1 541 2号遺構 G‐ 11 哩±2b (1180) |   |
肝T542 2号遺構 H8 理±3 (1190) L_
汀T5碍 2号遺構 G‐ 10 埋±2b 「匡 コ J

肝T544 2号遺構 G10 哩±2b 1230 '|  |」 「|   |」
汀T545 2号遺構 H8 最下層 081 (75) 「

『

¬ J L」 」

肝T546 1号遺構
GH―

8
埋±3 中央 290 77

「O匡 コ
御匡 コ 」

「O匡 コ J

肝T547 1号遺構 埋±3 中央 245 「o増田村

『

¬ J



表22 武家屋敷地区第 7地点出土木簡観察表 (12)
Tab.22 Notes on wooden tablets iom BK7(②

録
号

盆
番

還構名 区 層位 型式
長さ

(mm)

幅

(mm)

厚さ

(mm)
記載事項 (表 ) 記載事項 (裏 ) 図 図筋

ⅣT548 1号遺構
3・ H

埋±3 ( 550) 240 「□□□

ⅣT549 l号遺構 里±3 黄 似010 「o□   J
WT550 1号遺構 里±3 】 '「□ 〔下力〕ノ

「

~~¬
」 ||        |」

ⅣT551 1号遺 構 埋±3 】 墨書不明 墨書不明
ⅣT552 l号遺構 H‐8 里±3 260 1名取|      ¬」 「|    IJ
ⅣT553 l号遺構 里±3 L___ 三正三]」
ⅣT554 24号土坑 F■0 埋±2 ,「御蔵入四十五升入」 .「国分郡 (マ マ)六丁目村久佐衛門
ⅣT555 24号土坑 F‐10 里±3 黄 「O□□ 〔御前力〕米四斗五升入」「o名取藤塚次郎七」
ⅣT556 24号土坑 F10 里±3 1米四半五升入」 1国分□ 〔実力〕沢村半□ 〔木力〕」

ⅣT557 24号土坑 F‐11
埋±1

埋±2
(1585) 250

「御年貢米四半五升入

享保二年十一月廿日
「名取袋原村勘次右衛門

ⅣT558 24号土坑 里±2 中央 「。米四半EI¬ 」 「o筆甫村匡 コ 」

ⅣT559 24号土坑 F‐10 埋±3 「□□□ 〔米四半力〕[三 ニコ」
1丑 匠 コ

『

¬ 」

WT560 24号土坑 F-11
埋 土 l

埋±2
1230 「米四半五升入」 「名取吉 〔増力〕田村□」

ⅣT56ユ 24号 土坑 F10 里±3 1440 325 「米四半五升入J '「□ 〔日力〕□村□□郎J

ⅣT5骸 24号土坑 F‐10 里±2 1米四斗五升入J 「名取上余田村吉郎兵衛
ⅣT563 24号土坑 埋±2 (13■ 0) 三半入

『

¬

ⅣT564 24号 土坑 F‐11
土

上

里

里
「御年貢米四十五升」 「名取高柳村市之丞」

ⅣT565 24号土坑 F‐11 埋±2 「

『

¬ J 三L 』  J

ⅣT566 24号土坑 F‐11
土

土

里

里
1440 220 「匡 コ ロ附力〕匠 コ 」 「丑九月」

lVT567 24号土坑 F‐11 埋± 2 黄 「O『 ¬ 「O□□□□□

rVT568 塁±3 中央 □］［
「o(焼印)」

ⅣT569 24号 土坑 F■ 1 埋±3 中央 「o仙重 小嶋十次郎o」

ⅣT570 24号土坑 F10 里±3 陵 350 |。 □」 (■何かの記号力) 「O□」 (■何かの記号力)

ⅣT571 24号土坑 F‐11 埋± 3 「

『

¬ J I L__J」
ⅣT572 24号 土抗 埋±2 墨書不明
ⅣT573 24号土坑 F ll 里上3 中央 1770 10   1」 「OI コ 」
lVT574 24号土坑 F‐10 里± 3 □」
ⅣT575 24号 土抗 塁±2 「□□」
llTT576 24号土坑 塁±2 (134⑪ 275 'X田村LJ右 衛門」 |            |」

汀T577 24号土坑 卜 10 里± 3 I L__J」
汀T578 24号土坑 }10 里±2 中央 「o□ J

lVT579 24号土坑 F10 塁±3 (960) (220) '国□ 〔善力〕 。□四年五月
肝T580 24号土坑 里±3 (690) '米 四斗 □ 〔当力〕成買
肝T581 24号土 坑 里±1 ( 420) (220) 四半
lVT582 2号土坑 里土 l 320 名取□□ 〔柳生力〕村

『

~¬
」

汀T583 2号土坑 里±1 中央 「O「
~~¬

」
肝T584 2号土坑 里±1 中央 「o名取種次村古内分」 42
肝T585 2号土坑 里土 2100 L_____―」」 42

肝T586 29号土坑 里土ユ 。「子ノ|     」
1享 | ~   |
□□ 〔御年力〕匠正 三コ 」

甥

VT587 撹 乱 中 央 10L錮 」 「O匡 コ 」
肝T588 撹乱 中央 260 「o『 ¬ J

ⅣT589 2号土坑 里土 「匡三ニコ 」 「

『

¬ 」
M「T590 Z号土坑 星土 (1180) (320) 週
M「T591 2号土坑 里土 (356) 「米X

WT592 2号土坑 里土 (350) (1■5) 匡 コ
M「T593 18号土坑 里± 2 __』 」
WT594 27号溝 里±2 (950) 「|   |」 || ~_J」



表23 武家屋敷地区第 7地点出土墨書ある木製品観察表
Tab.23 Notes on various M/ooden implements M/ritten by black ink frOm BK7

鍬
号

堂
番

遺構名 区 層位 種類 型式
長 さ

(mm)
幅

(mm)

厚 さ

(mm)
記載事項 (表 ) 記載事項 (裏 ) 図 図版

肝001 み号遺構 H‐8 里± 2 場物 289 '今泉村L__」 J 「|   |」
肝002 Z号遺構 H9 里± 2 場物 ( 920) 450 「□

肝003 2号遺構 H9 里±2 ＼ら ( 700)
「[三Ξコ
十一月拾

J御年具

名取□
肝004 2号遺構 H‐8 ユ±3 下明 ll l (文様のママ )

〃005 Z号遺構 G10 埋±2 再(天板) ( 730) ( 300)

「

~~¬
□〔切力〕入

肝006 2号遺構 H9 里±2 不 明 ( 700) ( 472) (文様のママ)

汀007 2号遺構 lT 9 里±2 下明 (文様のママ ) (文様のママ)

汀008 2号遺構 里±2
箱状

製品
1680 ,「 |         |」

十

□

倉

□

□

□

□

米

□

□

□硯

ll1009 2号遺構 理 ± 2 不明 260 182
F/Nl

ミロ 〔そ力〕」

Ⅳ010 2号遺構
土

土

埋

埋

箱状

製品
1218

「魚 鰍鱒

鰍鰍」
Ⅳ011 2号遺構 里±21 不 明 。「御守護」 「士士士」 「 (梵字)」

Ⅳ012 28号土坑 埋±3 将棋駒 250 「飛車」 1龍王」
lV013 2号土坑 里土 ユ 闇状製品 880 蓋書不明 墨書不明
肝014 2号遺構 埋±2 由状製品 3510 2070 |」

Ⅳ015 2号遺構 里±2 曲物 直径156( '  |」 名名 名名 石橋 名名=

=門入 □ 山門入」
肝016 2号遺構 埋±2 まな板 土□丁
肝017 2号遺構 埋±2 曲物 (6230) コしいはら□〔を力〕あ ×ゝ

Ⅳ018 2号遺構 埋±2 踊(天板) 直径312
わんはんL週

(焼印あり)  」
W019 2号遺構 埋±21 不明 ( 320) 「金将」
W020 2号遺構 埋±2 祭扁巳具 「o(梵字)南無牛頭天王波梨来女
W02] 24号土坑 埋 ± 3 西杓(柄 ) 215 みそ」
Ⅳ022 1号池

'H‐

8 埋±3 不明 ( 430) 墨書不明
W023 2号遺構 H‐7 埋±3 不 明 「匡 コ 」 「|   |」
lV024 2号遺構 H9 埋 ± 2 笞状製品? 墨書不明
vl1025 2号遺構 H ll 埋±2 不明 ( 900) ( 160)

~匡

コ

W026 24号土坑 卜 10 埋±3 不 明 ( 730) (150 御米四斗

W027 2号遺構 H9 埋 ± 2 不明 ( 830) i文様のママ)

vh1028 2号遺構 H9 埋±2 不明 (1226) (636) 1文様のママ) (文様のママ )

W029 24号土坑 埋上2 曲物 (3070) 770 J
W030 2号土坑 埋±1 不明 ( 767) □

W031 2号遺構 }10 埋±2 不 明 ( 690) 100 17 | |    |
W032 2号遺構 }10 埋±2 不 明 ( 630) ( 170) ]
W033 2号土坑 避土ユ 不明 ( 760) (文様のママ)

W034 2号土坑 埋土 l 不 明 ( 300) ( 150) ]□

W035 2号遺構 11 里±2と 不 明 (1020) ( 100) |    |
W036 2号遺構 埋 ± 2と 不明 (1080) 170)

『

  |
W037 2号遺構 H‐ 10 埋±2 不 明 (1230) (75) |   | ¬

W038 2号遺構 H■ 0 埋±2L 不 明 ( ( 覧20) |    |
W039 2号遺構 H ll 埋±2 不 明 ( 500) ]
W040 2号遺構 11 埋±2と 不 明 ( 350) ( 180) □□ □

W041 2号遺構 11 里±2L 不 明 (310) 670
|

W042 28号土坑 埋土 l 不 明 (1990) (102) コ
W043 2号遺構 11 埋±2 不明 (3030) ( 400) ]□ 108
W044 2号遺構 埋±2L 不 明 3000 ( 220) |___   |」
W045 2号遺構 H-9 埋±2 不 明 2745 「

『

¬ J 「匡 コ 」
W046 24号 土坑 F‐ 11 埋±2 下明 103 EI=コ 」
Ⅵ「047 2号遺構 H9 埋 上 2 不 明 JL__J」 「

『

¬ 」
lV048 2号遺構 埋上3 不明 (



(6)/1ヽ イ倍

今回、出土した木簡、墨書ある木製品の特徴をまとめると次のようになる。

木簡、墨書ある木製品は、主に 2号遺構と24号土坑から出土している。

木簡は、主に、品物、数量、地名、人名、年号や日付などについて記載されている。記載内容から、荷札木簡

と考えられるものが多い。荷札木簡では、品物名、数量については、ほとんどの木簡で記載されていた。差出人

の地名や人名も、大体において記載されているが、地名の表現は様々で、地名がなく人名のみの場合もあるなど、

多様であった。荷札木簡に記載される内容は、定型的には定まってはおらず、その都度、必要な内容が記載され

ていたのであろうと考えられる。

木簡に記載された年号は、享保年間に限られており、他の年号の確実な例はみられなかった。享保二年から享

保十八年までが確認されており、中でも享保四年から享保七年の点数が多い。年号の代わりに、「子」などの干

支を用いた場合もみられた。

形態では、短冊型のものと、下端が細 くなるものや尖るものの割合が多い。その他にも、小型のもの、比較的

厚手で大型のもの、非常に薄い木羽状のものなど、いくつかの形態が確認された。記載されている品物によって、

用いられている木簡の形態にも傾向がみられた。

品物では、「米Jを示す木簡が大多数を占めている。「米」と類似 して、「籾」や「もち」などもわずかではあ

るがみられた。いずれも形態では、短冊型か、下端が細 くなる (尖 る)も のがほとんどである。これらは、「御

年貢米」、「御米」などの記載から、年貢米に付けられた木簡であることが考えられる。数量は、「四半五升」で

あり、これは仙台藩の一俵を示している。御年貢米の木簡は、概 して、木材を簡単に割っただけの雑な作 りのも

のが多い。記載されている文字も雑で、墨痕の残 りも不鮮明なものが多かった。地名は、仙台城下周辺の宮城郡

や名取郡の村名が多 く、仙台城下周辺の蔵入地から届いたものであろうと考えられる。また地名では、他藩との

領境となる郡や村名なども複数あり、これらは仙台藩領内の支配を考える上で興味深い点である。

「米」と非常に類似 した形態の木簡として、「塩」の木簡が挙げられる。木簡の成形についても、「米」と同様

に、木材を簡単に害!っ た程度のものが多い。品名は、「御大所塩」と記載されているものが多いが、数量は一定

ではなく、「三半」、「三斗六升」、「弐斗三升」などまちまちであった。地名では、「渡波」、「流留」、「沢田」など、

牡庇郡万石浦周辺の村名がみられる。これらの村は、江戸時代に製塩が盛んに行われた地である。

「米」や「塩」とは異なる特徴の木簡として、「但木土佐」、「伊達安房」、「茂庭筑後」など、仙台藩の重臣の名

前が記載された木簡が挙げられる。これらの木簡は、木目が整い、面取 りや表面を滑らかに加工するなど、丁寧

な作 りであることが注目される。記載されている文字も丁寧で、墨の残 りも鮮明であった。品物は、「蜆」、「菱

喰」で、いずれも知行地の特産物ではないかと考えられる品である。これらは、武士の贈答の品と考えられるこ

とから、木街自体も質のよいものを用いていることが特徴的である。また、「梨子」、「雉子」、「竹子」の品につ

いても、比較的丁寧な作 りの木簡が用いられていた。

その他では、瓜漬や茄子漬などの漬物は、厚手で大型のものか、非常に薄手の木簡が用いられていた。特に、

この薄手の木簡は、漬物に限ってみられるものであった。

「仙重荷物」、「御大所御用」、「仙墓勝手」などの木簡では、厚手で大型の木簡が用いられている場合が多い。

小型の木簡には、「御獲」「早籠」の記載や、「い」「ろ」「イこ」などの記号、人名などが記載されている場合が多

かった。人名や「い」「ろ」「に」の札は、その形状から、荷札木簡ではなく、日印として用いられたのではない

かと考えられる。

これらの木簡では、墨痕の不鮮明なものが多 く、墨痕の鮮明なものと不鮮明なものとの差が大きいという特徴

がある。墨痕が不鮮明なものは、赤外線を通しても判読が困難であった。また、水浸け状態で保管している間に、

墨が流れ出し、墨痕が薄くなる場合もみられた。それは、墨の退色によって判読できないのではなく、そもそも



の墨の浸み込みが悪いためではないかと考えられる。墨痕が不鮮明なものは、十分に乾燥していない、生木に近

い木材を利用 しているのではないかと推測される。このような木簡は、「米」など、成形が雑なものに多いとい

う傾向があった。「米」などの木簡は、木簡用に用意された木材を用いたのではなく、日常的に使われていた木

材を、簡単に成形して木簡としているだけで、短期間だけ使用できればよいものであったのだろうと考えられる。

これらの木簡は、元々一回のみの使用のためであり、再利用されたり、保存されるようなものではなかったと推

測される。それは、削りかすが全 く出土していないことからも考えられる。この点に、古代の木簡と、近世の木

簡の大きな違いが表れていると言えるだろう。

以上のように、武家屋敷地区第7地点の調査からは、多種多様な木簡や墨書ある木製品が出上している。これ

らがどこから廃棄されたものであるかは、重要な問題になってくる。今回の調査地点周辺は、江戸時代には、武

家屋敷として配置された地域である。しかし、 2号遺構、24号土坑などのごみ穴は、武家屋敷から廃棄されたも

のではないであろうと推測している。その根拠としては、以下のことが考えられる。

第 1に、 2号遺構、および24号土坑は、個別の武家屋敷からのごみ穴とは考え難いほど、大規模な廃棄土坑で

あることが挙げられる。 2号遺構は、東西約6m、 南北約10m、 深さ約2.5mの 大きさがあり、個々の屋敷地で作

るごみ穴の規模をはるかに超えている。また、これらの遺構から、土師質土器の皿が大量に出土している点も挙

げられる。土師質土器の皿は、二の九跡では非常に多 く出土するものの、武家屋敷地区での出土はこれまであま

り多くない傾向にあった。土師質土器の皿は、武家の儀礼的な饗宴の場で使用され、そのまま廃棄されるのが通

例である。そのため、公的な場である二の九跡での出土が多く、個々の武家屋敷跡からの出土は少なかった。し

かし、武家屋敷地区第 7地点の調査では、個々の屋敷地からの出土とは考えられないほど大量の土師質土器が出

土している。

このように、遺構や遺物の規模から考えて、これらの遺物は、いずれかの武家屋敷からのものではなく、武家

屋敷地区の南側にある仙台城二の九から廃棄されたごみであろうと推測される。

これらに加えて、木簡に記載されている内容からも、この推測を裏付ける根拠がいくつか挙げられる。記載内

容では、「御年貢米」、「御米」、「御蔵入」など、藩に納めた年貢米に付けられた木簡が大量に出土している点で

ある。米以外の品物でも、「御大所塩」や「御用竹ノ子」などの記載内容から、仙台藩に納めた品物であると考

えられる。

次に、「但木土佐」、「伊達安房」、「茂庭筑後」など、仙台藩の中でも重臣の名前が記載されている木簡が存在

する点である。これらの家臣の屋敷地は、今回の調査地点には隣接 しておらず (図 7)、 個々の屋敷地からのご

みを、この地点に逗んで捨てたとは考え難い。二の丸内で、これらの品のや り取 りが行われ、その後、廃棄され

たのではないかと考えられる。

また、大所に関連する木簡が複数出土している点も挙げられる。「仙墓荷物」、「御大所御用」、「仙墓勝手」な

どと記載された木簡には、二の丸の大所に大所組頭や大所人として勤めていた人物の名前が多数確認された。こ

れらの木簡は、二の九の大所に宛てたものであると考えられる。さらに、人名では、「矢野左近」や「木村寿程」

など、藩に勤めた人物の名前が記載された木簡も確認されている。また、二の九御上大所のすぐ側にある「御茶

挽所」の「御茶挽部屋鈴」という記載の木簡も出土している (図 8)。

このように、木簡の記載内容からは、「二の九」を示す内容のものが、多数確認されている。さらに言うと、

二の九の中でも、大所周辺を示す内容が多いように考えられる。

年報19第 1分冊では、今回の調査地点である武家屋敷地区第 7地点について、絵図との対比を検討している

(年報19第 1分冊図16・ 17、 表 6)① 調査地点がある区画は、17世紀には、30貫文以上の虎の間呑士以上の家格の

家臣が屋敷を構えていた場所であった。18世紀以降に、屋敷地が小さく区画されるようになってからは、より家

格や禄高が下の家臣も、この場所に屋敷を拝領するようになっていったようである。また、いくつかある仙台城



下の絵図のうち、寛文四年 (1664年)の「仙台城下絵図」、覚文八 。九年 (1668・ 1669年 )の「仙台城下絵図」、

元禄四・五年 (1691・ 1692年 )の「仙台城下五筐卦絵図」では、調査地点に相当する区画には、空白の箇所があ

り、ある期間には屋敷地として使われていなかったのではないかと推測される場所もみられる。そのため、この

屋敷地として使われていなかった期間などには、二の九のごみを廃棄する場所として使われたのではないかとい

う推測も、可能性の一つとして考えられるのではないだろうか。但し、絵図によって異なる部分もみられること

から、調査区の位置を、絵図の中に正確に割り出すことは難しい。また、木簡の年号と近いと考えられる、享保

九年以降に作られた「仙台城下絵図」 (年報19第 1分冊図16-7)では、調査地点に相当する区画には、空自の

箇所はみられず、屋敷地として使われていたものと考えられる。さらに、この絵図は、享保九年以降のいつの時

期に作られたのかが不明であるなど、検討すべき点が多 く残されている。

今回出上した木簡からは、その記載内容から、村々から藩に提出した品物の実態や、家臣との交流など、藩の

政務の一端が窺える重要な資料であると考えられる。さらには、二の丸内での政務や日常の活動から出る様々な

ごみを、どのようにた理したのかについても窺うことができる資料であると考えられる。
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This volune ca∬ ies he report of sttvage excavation of BK7(Loc.7 of samurai residences located at the side

of north outer moat of Ninomaru, 1.e, Secondary Citadel of Sendai Castle),whiChヽ vas conducted by the

Archaeologictt Research Center on the Calnpus of Tohoku University in 2001.

In the excavation of BK7,a lot of artifacts have been excavated.So these are reponed in he book in separate

volumes.This teport is the 3rd separate volume, and describes about the、 vooden tablets and the、 vooden

i14plements written in black ink(Indian ink).

wrainly he wooden tablets and he wooden implements written in black ink、 vere excavattd IIoln No.2 structural

re■1五ns and No.24 earthen pit, These structural remains、 vere huge garbage pits. 594 wooden tablets and 48

、vooden implements、 vere found from them.

The contents recorded in wooden tablets are name of goods,its quantity,place name,person's name,the

year、vih era nalne and date.Fronl血 e contents,it is hought hat lnost of hese are tags.In most cases of wooden

tablets,nalne of goods and quanity are recorded.Also sender's place nを me and person's nalne are commonly recorded

too.But the expression of place name is various.There are cases hat the place name was not recorded;only the

person's name was recorded.So,itis considered hat the fom of wooden tablets had not been pre― detemined,but

as the need arose,some necessary contents were recorded for each occasion.

The era nalne wtttten on wooden tablets is hmited to Kyoho.KyohO is from 1716(血 e irst year of Kyoho)tO

1735(he 20血 year of Kyoho),in tte middle of Edo pettod;pre― modem pettod in Japan.The era nalnes recorded

in tおlets are from he 2nd yearto the 18血 year of Kyoho.The main period is from he 4th yearto he 7h year of

Kyoho.hsttad of he era nalne,some of hese are expressed according to Chinese astrology.

As to the shape,Inost of these are in rectangular or bottom pointed.The ohers are s■ lall sized ones,large size

and thick board or extremely thin ones, Generally,the shapes depcnd on tte nalne of goods written on hese

wooden tablets.

As to tte goods name,most of wooden tablets is for``rice". Almost,he shapes are rectangular or bottom

pointed.From tte recorded contents,itis inferred ttatthese were he tags wih �ce as he land tax.The quanity is

only“4ヵ -5d力ο",thatis a btte ofttce in he domttn of Sendai(“ 1∫力ο"iS about l.8ゼ ,“ lヵ''is“ 18セ ").As a whole,

most of hese are poorly made;just a chopped piece of wood,not completed by preparations.And he letters

、vritten on them are not good,ink marks areを ■SO indisdnct.About the place name,the most numerous is the name

of �llages in �【iyagi district(county)and Naton disttict(county),near he Sendai castle,In oher words,it is

hought that these had been received from direcdy controled areas near the Sendai casde.On the other hand,there



are some village names、vhich were located far away froln the Sendai casde,These areas are close to the border

、vith oher feudal domains.Itis interesting to uink of donunation by the domain of Sendai(レ 耽肋テ‐ル脇
)。

“Salt",the goods name recorded on、 700den tablets,is sir� lar tO``rice"in their shapes.ふ 江ost of thenl are

similar in that they were pOOrly made,such asjust chOpped woodo Some name of places,which prospered in the

salt rnanufacture in Edo pedod,such as“ 、vatanoha"``nagaru"and``sawada",are recorded.

Besides,here are、vooden tablets which recOrded the name of some senior vassals,such as``Tadaki― Tosa'',

“I)ate― A、vが ',``Moniwa―Chikugo".It is interesting hat these tablets are made consciendously.For exalnple,these

are fine―grained,had the surface worked smoothly and planed off on the edges,And the letters、 vitten on them are

very good,ink m“ ks are also clear.The goods recorded on hem are some shiiimi clams and a wild goose.It is

infered hat these gOOds are he specitt products fronl he place of the annual sipend of salnurai,for exalaple,

“I)ate―Awが 'of“�生oni、 va―Chikugo".The tablets recOrded the goods name,such as a pear,a pheasant and a balnboo

shoot,and they were made conscientiously toO.

The wooden tablets、 vhich recorded he pickled gOurds or eggplant,are in large size and of thick board,or of

extremely thin board.Particularly,this extremely thin board is of limited― use to the tablets of the pickles,

There are oher wooden tablets,such as``Send五 一nimotu",“ Odttdokoro― goyo",“Sendai― katte",the meanin8 0f

heln is``a baggage to Secondary Citadel of Sendtt Castle"or``fOr use to the kitchen of Secondary Citadel of

Sendtt Castle"。 Most ofthese are in large size and of thick board.On the oher side,the sman sized、 v。。den tablets

recorded“ C)tO五 ",“Hayakago",a person's name or a sign,such as“ r',“Ro",“Ni".

Generally,he ink marks of these wooden tablets are indisinct.There is a great(近 fference between clear ones

and indistinct Ones.The indistinct tablets、 vere difficult tO decode even using he infrtted photography.There、 vere

cases in which sOme ink marks had run off and became faint. It is not because he black ink faded away,but

because it sunk in poorly ftoln the arst condidOn,and the indistinct wOoden tablets had used raw、 voodS.MOst of

hese、vere poorly made,such as``rice"wooden tablets,The wooden tablets which、 vere received from the vlllages

to the donl五 n of Sendai,such as``五 ce",had been lnade froln the、 vood for daily use in the villages.So itis thought

that hese werejust adequate to be used fOr a shOtt pedod oftime.From he beginning,hese wooden tablets were

made for Only one time use.And hese had not been reused or preserved,So any scraping refuses have not been

excavated at all.In this point,血 ere is a great difference froln the ancient time、 vooden tablets and pre― modera time

ones.

As was mentioned above,a vrariety of wooden tablets and wooden implements were excavated ffom BK7.It is

ilnportant froni where these were dumped to this place.In Edo period,there were samurai residences around

he site Of BK7.It is thought that the garbage,dumped in No.2 sttuctural renl�ns or No.24 earthen pit,was not

disposed froni these salnurai residences,but from SecOndary Citadel of Sendai Casde.The inference is based on

he fonowing reasons.

The irst is the point that these smctural remains are huge.So it is difficult to社 �nk thatthis alnount of garbage

、vas dulaped from each salnurai residences.In particular,血 e scale of No.2 structural remains exceeds he garbage

sctte of individual samutai residence.The second reason is he point hat a lot of unglazed ceranuc plates have

been found from hese structurtt reniains.A lot of unglazed ceranucs、 vere so far found from he area of Secondary

Citadel of Sendai Casde,but he quantty from he area of tte samurai■ sidences are not much.These unglazed

ceranucs had been used at the collrtesy Occasion such as the banquet Of salnurai,and hen hey were disposed of

after thesc occasions.Therefore,these cerallucs、 vere excavated from Secondary Citadel of Sendai Casde so much,



but not much fronl he area of the samurai residences.But he volume of BK7 is beyond he amountIIom an

individual residence.

Frona these reasons,it is inferred that these archacological renl五 ns of the garbage were not froni some samural

residences,but from Secondary Citadel of Sendtt Casde located to the soutteコ a area from the salnurtt residences.

Besides,dlere are some reasons to support his inference froln the contents of he、 vooden tablets.About he

recorded conttnts,here Fre a 10t of expressions to present for the donl五 n of Sendai.Next is the point that there are

a lot of woOden tablets which recorded he name of some senior vasstts in he dOmttn of Send五 .咽随 residence of

hese senior vassals is not neighbored around BK7.So it is difttcult to hittk that the garbage is ca劇 阻ed and dumped

from each residence.Therefore,it is thought that these goods were exchanged inside Secondary Citadel of Sendai

Casde,and then,they were b■ought here and were dumped tO features in BK7.

The last point is here are some wooden tablets concerned with he kitchen of Secondary Citadel of Send�

Casde.Some person's nalnes,、 vho seⅣed in dis kitthen orthe donl� n of Sendai,are found in these tablets.So as

WaS Fnentioned above,the contents of、 vooden tablets show Secondary Citadel of Sendai casde.

These woOden tablets are very important.Because these show he actual situations of the statt affairs,suCh ulat

how to presentthe wamous goods for the dornaln of Sendtt from the vinages,and how to exchange with the vassals.

And more,these show he way how to(近 spose the garbage from tte Secondary Citadel of Sendtt Casde.
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図版1～聰 :武靱 地区第7地点出土木簡
図ln43-45.:武家屋敷地区籍7地点出土墨書ある木製品―
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図版 2 武家屋敷地区第 7地点出土木簡 (2)
P12 Wooden tablets from BK7(2)

S=1:2
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図版 3
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図版 4
Pl.4

武家屋致地区第 7地点出土木簡 (4)
Wooden tablets from BK7(4)

S=1:2



図版 5 武家屋敷地区第 7地点出土木簡 (5)
Pl.5 Wooden tablets from BK7(5)

S=1:2
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図版 7 武家屋敷地区第 7地点出土木簡 (7)
Pl.7 Wooden tablett from BK7(7)

S=1:2



図版 8 武家屋敷地区第 7地点出土木簡 (3)
Pl.8 Wooden tablets tom BK7(8)

S=1:2
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図版10 武家屋敷地区第 7地点出土木簡 (10)
Pl.10 WOOden tabletsと om BK7(10)
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S=1:2図版12 武家屋敷地区第 7地点出土木簡 (12)
Pl.12 Wooden tablets from BK7(12)



図版13 武家屋敷地区第 7地点出土木簡 (13)
Pl.13 Wooden tablets from BK7(13)

S=1:2
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S=1:2図版14 武家屋敷地区第 7地点出土木簡 (14)
Pl.14 WOOden tabletsとom BK7(14)
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図版16 武家屋敷地区第 7地点出土木簡 (16)
Pl.16 Wooden table偽 とom BK7(16)
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図版18 武家屋敦地区第 7地点出土木簡 (18)
Pl.18 Wooden tablets from BK7(18)

S=1:2
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図版20 武家屋敷地区第 7地点出土木簡 (20)
Pl.20 Vヽooden tablets from BK7(20)
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図版21 武家屋敷地区第 7地点出土木簡 (21)
Pl.21 Wooden tabletsと om BK7(21)

S=112
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図版22 武家屋敷地区第 7地点出土木簡 (22)
Pl.22 WoOden tablets from BK7(22)
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図版23
Pl.23

S=1:2武家屋致地区第 7地点出土木簡 (23)
Wooden tablets from BK7(23)
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図版26 武家屋敷地区第 7地点出土木簡 (26)
Pl.26 Wooden tabletsと om BK7(26)
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図版28 武家屋敷地区第 7地点出土木簡 (28)
P128 Wooden tablets from BK7(28)

S=1:2
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図版30 武家屋敷地区第 7地点出土木簡 (30)
Pl.30 Wooden tablets from BK7(30)

S=1:2



図版31 武家屋敷地区第 7
Pl.31  WoOden tablets

地点出土木簡 (3刊 )

from BK7(31)
S=1:2
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図版32 武家屋敷地区第 7地点出土木簡 (32)
Pl.32 Wooden tabletsと om BK7(32)

S=1:2
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図犠3棚 陥ζ愁鷲♂読岳介悪」a S=1:2



図版34 武家屋致地区第 7地点出土木簡 (34)
Pl.34 Wooden tablets from BK7(34)

S=1:2
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図版36 武家屋敷地区第 7地点出土木簡 (36)
Pl,36 Wooden tablets from BK7(36)

S=1:2



図版37 武家屋致地区第 7地点出土木簡 (37)
Pl.37 Wooden tablets tom BK7(37)

S=112
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図版40 武家屋敷地区第 7地点出土木簡 (40)
Pl.40 WoOden tablets from BK7(40)

S=1:2
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図版43 武家屋敷地区第 7地点出土墨書ある木製品 (1)
Vattous wooden implements written by black ink from BK7(1)

杷亀白

偽盈
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Pl,43
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図版45 武家屋敷地区第 7地点出土墨書ある木製品 (3)
Pl.45 Various wooden implements wtttten by black ink tom BK7(3)

S=1:3
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